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薬学の基礎
Fundamentals of Pharmacy

授業担当教員 飯村 菜穂子・浅田 真一・酒巻 利行・川村 暢幸・宮本 昌彦

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 1～2年次 通年 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C

Cyber-Campus

講義資料

【授業概要】

高等学校で履修・修得する基礎知識を利用・応用しながら、薬学を学ぶための土台となる化学、生物を丁寧且つ分かりやすく説明、解説し、共用試験や薬剤師国家試験合格にも
つながり、さらに薬剤師の業務や実践能力の礎となる「基礎薬学」を学ぶ。

【実務経験】

（川村）調剤薬局非常勤薬剤師として14年の勤務経験を有する。現場で活用できる知識・技能を指導する。

【学修項目】

（１）物質の構成と変化 （２）物質の性質 （３）有機化学（４）細胞と組織 （５）細胞を構成する物質 （６）細胞分裂と遺伝情報 （７）免疫

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1 化学（物質の構造）
有機化学総論、原子の構造、周期

表、化学結合、分子軌道、ルイス構

造式、分子間相互作用

講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。（90
分）
復習：復習：講義内で配布された資料の関連していると
ころをもう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を

深めておくこと。（100分）

RC00030101-02
NC01010101-03・
NC01010201,03,0
5・NC03010103

酒巻

2
化学（化学物質の基本

的性質）
化合物の命名、有機化合物の立体構

造

講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。（90
分）
復習：復習：講義内で配布された資料の関連していると
ころをもう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を

深めておくこと。（100分）

RC00030101-
02・
RC00030201-03

NC03010101-02・
NC03010201,05-
06

酒巻

3
化学（有機化合物の基

本骨格と官能基）

炭化水素、芳香族化合物、アルコー

ル、フェノール、エーテル、アルデヒ

ド、ケトン、カルボン酸、カルボン酸

誘導体、アミン

講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。（90
分）
復習：復習：講義内で配布された資料の関連していると

ころをもう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を

深めておくこと。（100分）

RC00030301-02

NC03020101-02・
NC03020201-02・
NC03020301-03・
NC03030101・
NC03030301-02・
NC03030401-02・
NC03030501

酒巻

4 生物（遺伝子発現）
遺伝のしくみ。遺伝子の役割。

DNA、RNA、タンパク質の遺伝情報
の流れ。

講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。（90
分）
復習：復習：講義内で配布された資料の関連していると
ころをもう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を

深めておくこと。（100分）

RC00060101・
RC00060201

NC06020501・
NC06040101-02・
NC06040201-03・
NC06040301・
NC06040401,03-
05・
NC06070102・
NC07010101

宮本

5
生物（細胞内情報伝

達）

細胞内・細胞間情報伝達のしくみ。

神経・筋肉で起きている電位変化が

起こる仕組みとそれらの役割につい

て。

講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。（90
分）
復習：復習：講義内で配布された資料の関連していると
ころをもう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を

深めておくこと。（100分）

RC00060601-
02・RD00010101

NC06010101・
NC06040403・
NC06060201-05

川村

6
生物（細胞間情報伝

達、体内調節機構）

内分泌系のしくみ。内分泌系・ホル

モンとそれぞれの機能と関連する疾

患について。

講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。（90
分）
復習：復習：講義内で配布された資料の関連していると
ころをもう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を

深めておくこと。（100分）

RC00060602・
RC00070301-
02・RD00020601

NC06060101・
NC06060301・
NC07010401-02・
NC07011201・
NC07020101-04・
NC07020201,31A
・

NC07020301,31A

川村

7 生物（免疫系）
免疫系のしくみ。生体防御組織、免

疫担当細胞、抗体、補体、サイトカイ

ンの種類とそれぞれの役割。

講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。（90
分）
復習：復習：講義内で配布された資料の関連していると
ころをもう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を

深めておくこと。（100分）

RC00070401・
RC00070901-02

NC07011401・
NC07020901・
NC08010101-04・
NC08010201-03・
NC08010301-05

宮本

8
化学（有機反応・立体

構造）

付加反応、置換反応、脱離反応

立体表記（E/Z,R/S)、Fisher投影
式、Newman投影式

講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。（90
分）
復習：講義内で配布された資料の関連しているところを

もう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を深めて

おくこと。（100分）

RC00030102・
RC00030201-
02・RC00040201

NC03010109・
NC03010203-07

浅田

9
化学（生体分子・立体

構造）

生体分子成分（糖・アミノ酸・核

酸・脂質）の構造
分子間力、分子間相互作用（共有結

合、水素結合、ファンデルワールス

力、イオン結合）

講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。（90
分）
復習：講義内で配布された資料の関連しているところを
もう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を深めて

おくこと。（100分）

RC00040201・
RC00040301

NC04010101-02・
NC04010201・
NC04030101

浅田

10 化学 生体分子の作る立体構造
講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。（90
分）
復習：講義内で配布された資料の関連しているところを
もう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を深めて

おくこと。（100分）

RC00030201・
RC00040201

NC04010102・
NC04020401

浅田

11 日本薬局方総論
日本薬局方の意義と構成について学

ぶ。

講義・

演習

予習：第十八改正日本薬局方について調べておく。（90
分）
復習：講義内で配布された資料の関連しているところを
もう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を深めて

おくこと。（100分）

RB00040101-
03・
RD00030205・
RD00050101-02

NE05020101-06・
NE05020201-
04,31A-35A

飯村

12
物理化学（反応速度

論）

医薬品開発に重要な医薬品の安定

性、保存条件,および有効期限等の判
断に用いられる反応速度について学

ぶ。

講義・

演習

予習：参考書の関連するところを読んでおくこと。
（90分）
復習：復習：講義内で配布された資料の関連していると
ころをもう一度読み、また問題等は解きなおし、理解を

深めておくこと。（100分）

RC00010401-02 NC01030101-07 飯村



【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 よくわかる高校生物の基礎問題集 赤坂甲治 監修 Gakken

参考書 よくわかる高校化学の基礎問題集 冨田功 監修 Gakken

参考書 薬学生のための基礎生物ブリッジ本 メディセレ教育出版 メディセレ教育出版

参考書 薬学生のための基礎化学ブリッジ本 メディセレ教育出版 メディセレ教育出版

その他 プリント配布

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 100%

備考

【課題に対するフィードバック方法】

演習の解答及び解説は授業内で行う。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

飯村 菜穂子 火－木　16:00-18:00 薬学教育センター（F棟B101ｂ） iimura@nupals.ac.jp

浅田 真一 月曜日〜金曜日　12:10〜12:45 その他Teamsのchatで随時連絡可 薬学教育センター（F棟地下1階　FB101) asada@nupals.ac.jp

酒巻 利行 月～金　17:00～19:00　時間外も随時可 衛生化学研究室（F棟503a） sakamaki@nupals.ac.jp

川村 暢幸 平日　10:00～16:00　Teams chatで事前連絡が確実 薬学教育センター　F棟B101b kawamura@nupals.ac.jp

宮本 昌彦 月～金　17〜19時　メール、Teamsでの問合せは随時可 生化学研究室（F棟504c） miyamoto@nupals.ac.jp

【その他】

本科目の成績は、総合で60％以上で合格とします。



英語Ⅲ
English Ⅲ

授業担当教員 伊藤 秀男・小池 和公・LOKTIONOV ALEXEI

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

B2 K

Cyber-Campus

【授業概要】

英語による情報伝達能力を涵養するため、英語運用能力の基礎となる読解技能・聴解技能の伸長を目的とする。主として、科学・医療に関わる文章の読解・聴解、書き取り、音
読を通して当該技能の自動化を図る。また、薬剤師業務に関わる会話表現を概観する。（会話練習を通して基礎的な会話技能の定着を図る。）

【学修項目】

１）英和辞書を有効に活用できる。２）英文法参考書を有効に活用できる。３）文の叙述関係・修飾関係を説明できる。４）文が表す意味を説明できる。５）文章の主題および
大意を説明できる。６）文章の構成および論理構造を説明できる。７）代名詞・同意表現の先行詞を指摘できる。８）日本語にない英語の音を列挙できる。９）発音記号を音読
することができる。１０）英語の母音の調音方法を説明できる。１１）英語の子音の調音方法を説明できる。１２）英語の母音を調音できる。１３）英語の子音を調音できる。
１４）英文を正確な調音・強勢・抑揚で音読できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当教員

1
授業オリエンテーシ

ョン

［１］ Unit 1

授業の概要・進め方等を理解

する。

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

講義・演

習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文
法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、

文章構成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

2
［１］ Unit 2
［２］ Unit 1
［３］ Chapter 1.1

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・演

習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文

法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、

文章構成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

3
［１］ Unit 3
［２］ Unit 2
［３］ Chapter 1.2

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・演

習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文
法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、

文章構成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

4
［１］ Unit 4
［２］ Unit 3
［３］ Chapter 1.3

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・演

習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文
法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、

文章構成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

5
小テスト（１）
［2］ Unit 4

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

［２］ 問題演習、解説

講義・演

習・試験

予習：既習内容の総復習、弱点把握（45分）
復習：解説内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

6
［１］ Unit 5
［２］ Unit 5
［３］ Chapter 2.1

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・演

習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文
法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、

文章構成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

7
［１］ Unit 6
［２］ Unit 6
［３］ Chapter 2.2

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・演

習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文
法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、

文章構成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

8
［１］ Unit 7
［２］ Unit 7
［３］ Chapter 2.3

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・演

習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文
法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、

文章構成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

9
 [１]  Unit 8
 [２]  Unit 8
 [３]  Chapter 2.4

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・演

習

予習：予習［１］：語彙（語義・語法・発
音）・文法、文の構造及び解釈、代名詞等の
先行詞、文章構成及び論理展開（45分）
復習：復習:授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

10
［１］Unit 9 
 [ 2 ] Unit 9
 [ 3 ] Chapter 2.5

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・演

習

予習：予習［１］：語彙（語義・語法・発
音）・文法、文の構造及び解釈、代名詞等の
先行詞、文章構成及び論理展開（45分）
復習：復習:授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

11
小テスト（２）
[3]  Chapter 2.6 

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読練

習

 [ 3 ]  解説・会話練習

講義・演

習・試験

予習：既習内容の総復習、弱点把握（45分）
復習：解説内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

12
[ 1 ] Unit 10
[ 2 ] Unit 10
[ 3 ] Chapter 2.7

[ 1 ] 読解演習、聴解演習、問
題演習、解説、音読練習

[ 2 ] 問題演習、解説
[ 3 ] 解説、会話練習

講義・演

習

予習：予習[1]：語彙(語義・語法・発音）・文
法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、

文章構成、及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030301-04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV



【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 ［１］ Science Views 永田博人他著 成美堂

教科書 ［２］ Listening Trainer for English Communication 船田秀佳 南雲堂

教科書 ［３］ 薬剤師のための実践英会話 小宮山貴子編 じほう

参考書 文法書（高校で使用していたもの）

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 50% 40% 10%

備考 小テスト 発音練習・音読練習

【課題に対するフィードバック方法】

答案返却及び解答解説

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

伊藤 秀男 授業終了後 非常勤講師室（A棟209）

小池 和公 授業終了後 非常勤講師室（A棟209）

LOKTIONOV ALEXEI 講義終了後 非常勤講師室（A棟209）

【その他】

・英和辞書・英文法参考書を必ず持参すること
・小テストは指定授業回において既習範囲の語彙・文法等に関する筆記試験を実施する。
・成績評価については、合計が60%以上で合格とする。



英語Ⅳ
English Ⅳ

授業担当教員 伊藤 秀男・小池 和公・LOKTIONOV ALEXEI

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

B2 K

Cyber-Campus

【授業概要】

英語による情報伝達能力を涵養するため、英語運用能力の基礎となる読解技能・聴解技能の伸長を目的とする。主として、科学・医療に関わる文章の読解・聴解、書き取り、音
読を通して当該技能の自動化を図る。また、薬剤師業務に関わる会話表現を概観する。会話練習を通して基礎的な会話技能の定着を図る。

【学修項目】

１）英和辞書を有効に活用できる。２）英文法参考書を有効に活用できる。３）文の叙述関係・修飾関係を説明できる。４）文が表す意味を説明できる。５）文章の主題および
大意を説明できる。６）文章の構成および論理構造を説明できる。７）代名詞・同意表現の先行詞を指摘できる。８）日本語にない英語の音を列挙できる。９）発音記号を音読
することができる。１０）英語の母音の調音方法を説明できる。１１）英語の子音の調音方法を説明できる。１２）英語の母音を調音できる。１３）英語の子音を調音できる。
１４）英文を正確な調音・強勢・抑揚で音読できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当教員

1
授業オリエンテーシ

ョン

［１］ Unit 11

授業の概要・進め方等を理

解する。

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

講義・

演習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文法、
文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、文章構

成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

2
［１］ Unit 12
［２］ Unit 11
［３］ Chapter 3.1

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・

演習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文法、
文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、文章構

成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

3
［１］ Unit 13
［２］ Unit 12
［３］ Chapter 3.2

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・

演習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文法、
文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、文章構

成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

4
［１］ Unit 14
［２］ Unit 13
［３］ Chapter 3.3

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・

演習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文法、
文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、文章構

成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

5
小テスト（１）
［3］ Chapter 3.4

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

［３］ 解説、会話練習

講義・

演習

予習：［１］：既習内容の総復習、弱点把握（45
分）
復習：解説内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

6
［１］ Unit 15
［２］ Unit 14
［３］ Chapter 3.5

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・

演習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文法、
文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、文章構

成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

7
［１］ Unit 16
［２］ Unit 15
［３］ Chapter 3.6

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・

演習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文法、
文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、文章構

成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

8
［１］ Unit 17
［２］ Unit 16
［３］ Chapter 3.7

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・

演習

予習：［１］：語彙（語義・語法・発音）・文法、

文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、文章構

成及び論理展開（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

9
［１］Unit 18
［２］Unit 17
［３］Chapter 4.1

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

［２］ 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・

演習

予習：予習［１］：語彙（語義・語法・発音）・
文法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、

文章構成及び論理展開（45分）
復習：復習:授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

10

 ［１］Unit 19
  [ 2 ] Unit 18
  [ 3 ] Chapter 4.2
 

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

 [ 2 ] 問題演習、解説
［３］ 解説、会話練習

講義・

演習

予習：予習［１］：語彙（語義・語法・発音）・
文法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、

文章構成及び論理展開（45分）
復習：復習授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

11
小テスト（２）
  [3 ] Chapter 4.3 

［１］ 読解演習、聴解演
習、問題演習、解説、音読

練習

  [３] 解説・会話練習

講義・

演習

予習：予習：既習内容の総復習、弱点把握（45
分）
復習：解説内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV



回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当教員

12
[ 1 ] Unit 20
[ 2 ] Unit 19

[ 1 ] 読解演習、聴解演習、
問題演習、解説、音読練習

[ 2 ] 問題演習、解説

講義・

演習

予習：予習[１]：語彙(語義・語法・発音）・文
法、文の構造及び解釈、代名詞等の先行詞、文

章構成、及び論理展開　杜宗既習内容の総復

習、弱点の把握（45分）
復習：授業で扱った内容（45分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030600

NJ00030101-02,51D-
63D・NJ00030301-
04,51D-64D・
NJ00030451D-56D・
NJ00030551D-52D・
NJ00030651D

伊藤

小池

LOKTIONOV

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 ［１］ Science Views 永田博人他著 成美堂

教科書 ［２］ Listening Trainer for English Communication 船田秀佳 南雲堂

教科書 ［３］ 薬剤師のための実践英会話 小宮山貴子編 じほう

参考書 文法書（高校で使用していたもの）

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 50% 40% 10%

備考 小テスト 発音練習・音読練習

【課題に対するフィードバック方法】

答案返却及び解答解説

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

伊藤 秀男 授業終了後 非常勤講師室（A棟209）

小池 和公 授業終了後 非常勤講師室（A棟209）

LOKTIONOV ALEXEI 講義終了後 非常勤講師室（A棟209）

【その他】

・英和辞書・英文法参考書を必ず持参すること
・小テストは指定授業回において既習範囲の語彙・文法等に関する筆記試験を実施する。
・成績評価については、合計が60%以上で合格とする。



くすりと科学Ⅱ
Medicine and Science Ⅱ

授業担当教員 福原 正博

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 通年 単位数 0.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

B4、C1、C2、C3、C4、C6、C7、D2、D3、D4、E1

Cyber-Campus

講義資料等

【授業概要】

第2学年次の基礎系科目「物質の変化と反応速度」「官能基の性質」「機器を用いる分析法」「生命情報と遺伝子」「感染症と微生物Ⅱ」、「医薬品の定性定量分析」「生体防御と免疫」
とくすり・医療に関連させた例を学ぶことによって、これらの授業の意義と位置づけを実感する。医療現場と大学で習得する知識を融合させ、考察する基礎力を醸成する。

【学修項目】

1）薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づける。2）物質の反応速度に関する知識を薬学と関係づける。3）溶液の性質に関する知識を薬学と関係
づける。4）化学物質の構造決定に関する知識を薬学と関係づける。5）生命情報に関わる分子に関する知識を薬学と関係づける。6）化学物質試の定性・定量に関する知識を薬学
と関係づける。7）免疫応答に関する知識を薬学と関係づける。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1
くすりと物質の変化・

解析および遺伝情報・

病原微生物

具体例を交えて、薬の効果を物

理・化学的に捉え、体や病気の

起因となる物に関する科学的な

視点を養う。

医薬品は化学物質であり、物性

の変化は品質に影響する。

遺伝子は体の構造を伝えるもの

であり、これが狂うと病気を起

こすことがある。

講義

予習：1回目が始まる前までの関連
する授業で学習した内容を理解して

おくこと。（40分）
復習：プリントの内容（50分）

RC00010101-03・
RC00010201-02・
RC00020101・RC00020204・
RC00020401-04・
RC00020801-02・
RC00030201-03・
RC00030302・RC00040101・
RC00040302・RC00040501・
RC00060101・RC00060201・
RC00060304・RC00060402・
RC00060501-02・
RC00070101-02・
RD00020502・RD00021501-
02・RD00021601-02・
RD00030203・RD00040101・
RE00010201

NA00050202・NC01010552D・
NC02010251D-52D・
NC02020352D・NC03030101・
NC06010452D・NC08030751D

福原

2
くすりと物質の変化・

解析および遺伝情報・

病原微生物2

前回の「くすりと物質の変化・

解析・遺伝情報・病原微生物」

の内容を復習し、前期の基礎科

目授業で学んでいる内容との対

応を行う。

講義

予習：2回目が始まる前までの関連
する授業で学習した内容を理解して

おくこと。（40分）
復習：プリントの内容（50分）

RC00010101-03・
RC00010201-02・
RC00020101・RC00020204・
RC00020401-04・
RC00020801-02・
RC00030201-03・
RC00030302・RC00040101・
RC00040302・RC00040501・
RC00060101・RC00060201・
RC00060304・RC00060402・
RC00060501-02・
RC00070101-02・
RD00020502・RD00021501-
02・RD00021601-02・
RD00040101・RE00010201

NA00050202・NC01010552D・
NC02010251D-52D・
NC02020352D・NC03030101・
NC06010452D・NC08030751D

福原

3
くすりと物質の構造・

分析および微生物・免

疫応答

日常の生活や医療に応用されて

いる化学物質の分析や身の回り

に存在する病気に関連の深い微

生物の性質、免疫に対抗する様

子を科学的に捉える視点を養

う。

講義

予習：3回目が始まる前までの関連
する授業で学習した内容を理解して

おくこと。（40分）
復習：プリントの内容（50分）

RB00040101・RB00040301-
02・RC00020101・
RC00020301・RC00020604・
RC00020703・RC00020803・
RC00060201・RC00060501・
RC00060601・RC00070901-
02・RD00021002-03・
RD00021801-03・
RD00050102・RD00050201・
RE00010101

NA00050202・NC02010103・
NC02010253D・NC02050101・
NC02050201・NC08030751D-
52D・NC08050152D

福原

4
くすりと物質の構造・

分析・微生物・免疫応

答

前回の「くすりと物質の構造・

分析および微生物・免疫応答」

の内容を復習し、前期・後期の

基礎科目授業で学んでいる内容

との対応を行う。

講義

予習：4回目が始まる前までの関連
する授業で学習した内容を理解して

おくこと。（40分）
復習：プリントの内容（50分）

RB00040101-02・
RB00040301-02・
RC00020101・RC00020601-
04・RC00020703・
RC00020803・RC00070901-
02・RD00021002-03・
RD00050102・RE00010101

NA00050202・NC02010103・
NC02010253D・NC02050101・
NC02050201・NC08030751D-
52D・NC08050152D

福原

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 NEWパワーブック物理薬剤学・製剤学 金尾 義治・北河 修治編 廣川書店

参考書 ブルース有機化学（上・下） Bruice著：大船・香月・西郷・富岡監訳 化学同人​

参考書 NEW生化学 堅田利明、菅原一幸、富田基郎編集 廣川書店

参考書 わかる！身につく！病原体・感染・免疫 藤本秀士編著・目野郁子、小島夫美子・著 南山堂

参考書 薬学生のための分析化学 楠 文代、渋澤庸一編 廣川書店

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考 内容の確認課題を行う

【課題に対するフィードバック方法】

必要に応じ、課題の集計結果を開示します。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

福原 正博 月曜～金曜　12:00-13:00　時間外も随時可 微生物学研究室（F403） fukuhara@nupals.ac.jp



【その他】

【成績評価基準】上記評価方法で採点し、60%以上に到達したものを合格とする。



物質の変化と反応速度
Reaction Kinetics

授業担当教員 星名 賢之助

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C1

Cyber-Campus

講義資料

【授業概要】

物質の性質は集合体としての物理的性質と個々の分子がもつ化学的性質により決まります．本講義では，とくに物理的な側面から，溶液の性質を理解します．また，生命活動の基
本である代謝や医薬品の安定性を理解するための基礎知識として、物質の化学反応速度に関する理論を学びます。

【学修項目】

１）物質変化における熱力学の位置づけを理解できる。２）溶液の物理的性質を説明できる。３）理想溶液と実在溶液の違いを説明できる。４）束一的性質について定性的・定
量的な説明ができる。５）化学電池の基礎を説明できる。６）膜電位測定の原理を説明できる。７）反応次数と速度定数について説明できる。８）代表的な反応速度式について
説明できる。９）反応次数の決定法を列挙し、説明できる。１０）代表的な複合反応の特徴について説明できる。１１）反応速度に影響する因子を説明できる。１２）酵素反応
について説明できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1 反応速度論 (1)

数学的基礎，反応速度に関する序論，反応速度の

定義，反応次数の定義，微分型速度式の積分，
反応次数の決定，積分法，微分法，半減期法，特
に速度定数および半減期をパラメータとした式の

取り扱い

擬一次反応，複合反応（可逆反応，平行反応，連
続（逐次）反応），律速過程

講義

予習：講義に関連した課題について考えて
くること．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．
（180分）

NC01030101-03 星名

2 反応速度論（2） 速度論の計算演習
講義・

演習

予習：講義に関連した課題について考えて
くること．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．
（180分）

NC01030105 星名

3 反応速度論（3）
温度と速度の関係：アレニウスの式，反応座標，
活性化エネルギー，アレニウスプロット（反応速
度定数の温度依存性）

講義・

演習

予習：講義に関連した課題について考えて

くること．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．
（180分）

NC01030106 星名

4 反応速度論（4）
触媒反応，酸塩基触媒反応，特殊酸触媒，特殊塩
基触媒，酵素反応，ミカエリス・メンテンの式

講義・

演習

予習：講義に関連した課題について考えて
くること．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．
（180分）

NC01030104,07・
NC06030301

星名

5 中間試験 速度論の範囲 試験

予習：溶液化学の範囲の復習（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．
（180分）

NC01020501-03 星名

6 熱力学概論

溶液を取り扱うための基本的な考え方：化学変

化，物理変化，状態変化と熱力学の法則，数学的
基礎

熱力学の第一，第二，第三法則，および，熱力学
的状態関数（内部エネルギー，エンタルピー，エ
ントロピー，ギブズエネルギー，化学ポテンシャ
ル），熱力学的経路関数（仕事，熱）についての
復習を行う．

講義

予習：物質のエネルギーと物理平衡で学ん
だ「熱力学の法則」を一通り確認しておく

こと．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．
（180分）

NC01020201-02,06-07・
NC01020301-05・
NC01020401-04・
NC01020931A-34A・
NC01030101

星名

7 溶液の性質

理想溶液と実在溶液，活量，活量係数，（電解質
水溶液の非理想性，イオン強度，デバイヒュッケ
ル式）

ラウールの法則，混合液体の蒸気圧，活量係数と
分子間相互作用の関係について説明．

講義

予習：講義に関連した課題について考えて
くること．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．
（180分）

NC01020503・
NC01020601-02・
NC01021031A-32A

星名

8 束一的性質（１）

束一的性質（蒸気圧低下，凝固点降下，沸点上
昇）の現象論的理解と
物理化学的に基づいた解釈，基本的な計算方法，
溶質が電解質の場合の取り扱い，ファントホッフ
係数，

講義

予習：講義に関連した課題について考えて
くること．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．

（180分）

NC01020304-05・
NC01020601

星名

9 束一的性質（２）
浸透圧の原理，実際の計算例
等張化法（氷点下法，食塩価法，容積価法），浸
透圧を利用した薬物

講義・

演習

予習：講義に関連した課題について考えて
くること．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．
（180分）

NC01020601 星名

10 溶液の伝導性
電気伝導度，モル伝導率，極限モル伝導率，強電
解質と弱電解質のモル伝導率の違い，イオン強
度，イオン移動度

講義

予習：講義に関連した課題について考えて
くること．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．
（180分）

NC01020603-04・
NC01020701-02,31A-
32A・NC01021031A-32A

星名

11 電気化学（１）
薬学に必要な電気の基礎，電位（V），電圧
（V），電流（直流，交流）（A），電力量（W），
電力，オームの法則，電気伝導率

講義

予習：講義に関連した課題について考えて
くること．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．
（180分）

NC01020701-02,31A-32A 星名

12 電気化学（２）
化学電池（ダニエル電池，濃淡電池を中心に），
電極電位，起電力，ネルンストの式，膜電位

講義

予習：講義に関連した課題について考え来
ること．（40分）
復習：確認問題を通じて，復習すること．

（180分）

NC01020701-02,31A-32A 星名

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 コンパス 物理化学 改訂第２版 遠藤，輿石，日野 編 南江堂

参考書 物理系薬学 I．物質の物理的性質 日本化学会編 東京化学同人

参考書 レファレンス物理化学 米持，近藤，山中 編 廣川書店

その他 物質の変化と反応速度 配布資料 星名賢之助



【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 70% 30%

備考 ６～12回の範囲 １～４回の範囲

【課題に対するフィードバック方法】

講義中に課題提出，質問事項の収集を行います．それに対して，次回フィードバックをします．
中間試験，定期試験は，問題，模範解答を公開します．

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

星名 賢之助 月～木 15:00-18:00 薬品物理化学研究室（F棟302a） hoshina@nupals.ac.jp

【その他】

総合評価の６０％以上を合格とする



官能基の性質
Properties of Functional Groups

授業担当教員 本澤 忍

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 2単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C3 化学物質の性質と反応

Cyber-Campus

講義資料・定期試験問題と解答/解説

【授業概要】

カルボニル基および共役系をもつ化合物群の性質と反応性を学ぶ。

【学修項目】

カルボニル基が生理現象や医薬品の作用・副作用の発現の起点となっていることを理解するために、カルボニル基をもつ化合物群の性質と反応性に関する基礎知識を修得する。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1
前期の復習1：IUPAC
命名法＋基本反応様式

IUPAC命名法（生体分子・医薬品分子と
いった、やや複雑な有機化合物の命名）
基本反応様式（求電子付加反応、求核付

加反応、脱離反応、求電子置換反応、求

核置換反応、酸化反応、還元反応、転位

反応）

講義・

課題

予習：前期「分子の構造」「有機化学反応」
で配付した講義資料などを振り返り、その内

容を想起しておく。また「分子の構造」「有

機化学反応」定期試験問題を予習として解き

直しておく。（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030101-02・
RC00030301-02

NC03010101-
03,06,09,32A・
NC03020201-03,31A・
NC03020301-05,31A-
32A・NC03030101・
NC03030201-03・
NC03030301-02・
NC03030401-03,31A・
NC03030501

本澤

2
前期の復習2：有機化
学反応

本講義で取り上げる反応に適用される知

識の復習

求電子付加反応（カルベンの反応）
求核置換反応

脱離反応

芳香族求電子置換反応

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02

NC03010103-09,31A・
NC03030101・
NC03030201-03・
NC03030301-02・
NC03030601・
NC03030701-02

本澤

3 共役系の反応

前期の復習：共役ジエンへの共役付加反
応

ペリ環状反応（Diels-Alder反応、1,3-双
極子付加反応）
シグマトロピー転位反応（コープ転位反

応、クライゼン転位反応）
「コレステロールからビタミンDへの変
換反応」

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02

NC01010102-03・
NC03010104,06,08-
09,32A・
NC03020231A・
NC03030601・
NC03060231A-32A

本澤

4
カルボン酸とその誘導

体の性質と反応（１）

カルボン酸およびその類縁体の命名、官

能基の性質、イミド・ニトリル・酸無水

物・ジカルボン酸、求核付加－脱離反応
の機構

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02

NC03010101-09・
NC03010351D・
NC03030402-03,31A・
NC03030601・
NC03030701-02・
NC03060232A

本澤

5
カルボン酸とその誘導

体の性質と反応（２）
塩化アシルの反応、エステルの反応、カ

ルボン酸の反応、アミドの反応

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02

NC03010101-09・
NC03030402-03,31A・
NC03030601・
NC03060232A

本澤

6
カルボン酸とその誘導

体の性質と反応（３）

問題演習（１・カルボン酸とその誘導体
の性質と反応）
「生体膜を構成する脂肪酸はなぜZ配置
なのか」、「エステル交換反応とアスピリ

ンの作用機序」、「共有結合医薬品」

講義・

演習・

PBL・課
題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02・
RC00040101・
RC00040202・
RC00040301-02・
RC00040401・
RC00040501

NC03010101-02,06-
07,09・NC03010206・
NC03010351D・
NC03020231A・
NC03020451D・
NC03030401-03,31A・
NC03030601・
NC04020401

本澤

7
アルデヒドとケトンの

反応（１）

アルデヒド・ケトンの性質、カルボニル

基と有機金属化合物との反応、アセチリ

ド・シアン化物イオン・ヒドリドイオン

との反応、その他の還元剤との反応

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02

NC03010101-09・
NC03030101・
NC03030401-03,31A・
NC03030601

本澤

8
アルデヒドとケトンの

反応（２）

アミンとの反応、Wolff-Kishner 還元反
応、Beckmann転位反応、水・アルコー
ル・過酸との反応、Baeyer-Villiger酸化
反応

これらの反応によって生じた官能基の命

名・性質

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02

NC03010101-09・
NC03010351D・
NC03030401-03,31A・
NC03030501・
NC03030601・
NC03060232A

本澤

9
アルデヒドとケトンの

反応（３）
保護基、硫黄求核剤の付加、Michael付
加反応

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02

NC03010101-09・
NC03030401-03,31A・
NC03030501・
NC03030601・
NC03060233A・
NC03060333A

本澤



回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

10
アルデヒドとケトンの

反応（４）

問題演習（２・アルデヒドとケトンの反
応）
「FAD, NAD+が関係する生体内酸化還元
反応」、「β-ラクタム系抗菌薬の作用機
序」、「DPP-4阻害薬サキサグリプチンの
作用機序」、「多発性骨髄腫治療薬イブル

チニブの作用機序」

講義・

演習・

PBL・課
題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02・
RC00040101・
RC00040202・
RC00040301-02・
RC00040401・
RC00040501

NC03010101-02,06,09・
NC03030101-02,31A・
NC03030401-03,31A・
NC03030601・
NC04030101

本澤

11
カルボニル化合物のα
炭素の反応（１）

α水素の酸性度、ケト－エノール互変異
性、α-ハロゲン化反応（含ハロホルム反
応）、エノラートの生成と反応、熱力学的
エノラートと速度論的エノラート

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教

科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02

NC03010101-09・
NC03030401-03・
NC03030601・
NC03030701・
NC03060233A

本澤

12
カルボニル化合物のα
炭素の反応（２）

アルドールとは、アルドール反応、アル

ドール付加反応とアルドール縮合反応、

塩基性条件下／酸性条件下の反応。アル
ドール反応の問題点①逆アルドール反

応、②ケトンとアルドール縮合。アルド

ール反応の問題点③交差アルドール反応

と混合物生成の回避法（無a-水素基質、
アミド塩基の利用）。

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02

NC03010101-09・
NC03030101・
NC03030401-03・
NC03030601・
NC03060233A

本澤

13
カルボニル化合物のα
炭素の反応（３）

Claisen縮合反応、用いる塩基の特徴と
量。Dieckmann縮合反応（分子内
Claisen縮合反応）、環形成のしやす
さ。 1,2-付加反応（アルドール反応）と
1,4-付加反応（Michael反応）。
Robinson環化反応。β-ケト酸の脱炭
酸。

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02

NC03010101-09・
NC03030401-03,31A・
NC03030601・
NC03030701-02・
NC03060233A

本澤

14
カルボニル化合物のα

炭素の反応（４）

問題演習（３・カルボニル化合物のα炭
素の反応）

「解糖系と逆アルドール反応」、「脂肪酸

の同化・異化とClaisen縮合反応」

講義・

演習・

PBL・課
題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教
科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00030102・
RC00030301-02・
RC00040101・
RC00040202・
RC00040301-02・
RC00040401・
RC00040501

NC03010101-
02,04,06,09・
NC03010351D・
NC03030401-03,31A・
NC03030601・
NC04020401

本澤

15 官能基の化学的検出法

反応の分類のまとめ（官能基の反応性）
医薬品が持つ官能基独自の反応を使っ

た、官能基の確認法

日本薬局方の確認試験・純度試験に用い

られる有機化学反応

講義・

課題

予習：講義スライドを前もってTeamsと
CyberCampusにアップするのであらかじめ
目を通し、そのスライド内にある空白部分

を、教科書などを用いて調べて埋めておく。

事前に指定する教科書の問題を解いておく。

（90分）
復習：講義ノートや配付資料を見ながら、教

科書内の練習問題を解く。（90分）

RC00020302・
RC00030102・
RC00030301-02

NC02030102・
NC02030206・
NC03030101,31A・
NC03030601・
NC03030701-02

本澤

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 ブルース有機化学第7版（上・下） Bruice著：大船・香月・西郷・富岡監訳 化学同人

参考書 ベーシック薬学教科書シリーズ5：有機化学 夏苅英昭・高橋秀依編 化学同人

参考書 新スタンダード薬学シリーズ第３巻：基礎化学 Ⅳ.有機化学 新スタ薬シリーズ編集委員会 編 東京化学同人

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーション試

験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 80% 20%

備考
講義時に実施する演習問題の成

績

【課題に対するフィードバック方法】

授業内容や課題に関する質問のうち、Teamsのチャット機能を通して寄せられたものに関しては、チャネルに質問内容と回答を掲示し、情報の共有を図る。
定期試験の模範解答と解説は、ファイルをTeamsおよびCyber-Campusにアップロードする。また定期試験を採点するにあたって気がついたことがあるときには、動画を作成
し、Teamsにアップロードする。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

本澤 忍 月～金　17:00～18:00 薬学教育センター（F棟地下１階　FB101） honzawa@nupals.ac.jp

【その他】

（第1回を除く）予習として、授業で使用するPowerPointスライドを用意するので、スライドにある空白を、教科書などを調べて埋めておく。
授業の終わりに確認問題を解いて提出する。授業の内容は動画に残し、復習時に見ることができるようにする。
復習として、講義動画を観ながら当該授業のポイントをA4の紙１枚程度にまとめ整理し、提出する（１年次基礎系科目で使用した「まとめシート」と同様のもの。このまとめに
関しては本授業では成績評価の対象としないが、本授業でのまとめ方については随時相談を受け付ける。また記載内容によっては個別指導することがある）。講義動画を観ながら
確認問題を解き直す。また関連する教科書内の演習問題を解く（授業前に指示する）。
１年次の講義内容を編集したショート動画を閲覧できるようにしておくので、予習・復習時に問題を解くにあたっては参考にしても良い。
定期試験（80点満点）及び講義中に実施する確認問題の成績の合計が60点以上の者を合格とする。
不合格だった学生は追再試験期間に再試験を行う。再試験は授業の範囲すべてから出題し、100点満点の試験で60点以上の者を合格とし、60点の成績をつける。



機器を用いる分析法
Instrumental Analysis

授業担当教員 田辺 顕子

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 2単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C2

Cyber-Campus

確認テスト、演習課題

【授業概要】

医薬品等の化学物質や生体成分などの定性分析（同定）、定量分析、ならびに構造解析に汎用されている機器分析法について、電磁波と物質の相互作用等を利用した測定原理と医
薬品分析への応用を学習する。

【実務経験】

（田辺）地方自治体の研究所における機器を用いた調査研究業務（分析法開発、大気・水質環境調査等）の経験に基づき、種々の機器分析法の原理と応用について講義を行う。

【学修項目】

１）紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明できる。２）蛍光光度法の原理および応用例を説明できる。３）原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法
の原理および応用例を説明できる。４）光の屈折、偏光、および旋光性について説明できる。５）旋光度測定法（旋光分散）の原理および応用例を説明できる。６）赤外吸収ス
ペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。７）核磁気共鳴スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。８）質量分析法の原理および応用例を説明できる。９）
Ｘ線結晶解析の原理および応用例を概説できる。１０）粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法について概説できる。１１）光の散乱および干渉について説明できる。１２）結晶構
造と回折現象について概説できる。１３）熱重量測定法の原理を説明できる。１４）示差熱分析法および示差走査熱量測定法について説明できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1 概論、光分析

電磁波の種類と機器分析法、色のしく

み（可視光の吸収と発光）、原子・分子
による紫外可視光の吸収とスペクト

ル、講義で利用する基礎計算の復習

講義

予習：1年次に学んだ電磁波と物質の相互作用につ
いて復習する。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。
演習課題を解く。（90分）

RC00020401-
02・
RC00020501・
RK00070100・
RK00070200

NC01010301-02・
NC02040101・
NJ00070101

田辺

2
紫外可視吸光度測定法

（１）

紫外可視吸光度測定法の原理（電子遷

移、吸収スペクトル、発色団・助色

団、濃色・淡色効果、深色・浅色効

果、分光光度計）

講義

予習：講義資料等により概要を把握する。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。

演習課題を解く。（90分）

RC00020401-
02,04・
RC00020501

NC01010302・
NC02040101

田辺

3
紫外可視吸光度測定法

（２）

紫外可視吸光度測定法の応用（ランベ

ルトベールの法則、比吸光度・モル吸

光係数・希釈換算係数を用いた定量計

算、医薬品分析への応用）

講義

予習：講義資料等により概要を把握する。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。
演習課題を解く。（90分）

RC00020302・
RC00020401-
02,04

NC02040101,06 田辺

4 演習１ 1～3回目の復習
演習・

PBL

予習：事前に配布された演習課題を解く。（90分）
復習：演習課題のポイントを理解し、すべての問題
が解けるように復習する。（90分）

RC00020302・
RC00020401-
02,04・
RC00020501

NC01010301-02・
NC02040101,06・
NJ00070101

田辺

5 蛍光光度法

小テスト（1回目） 
蛍光光度法の原理と応用（分子発光、

励起スペクトル、蛍光スペクトル、ス

トークスの法則、フランク・コンドン

の原理、蛍光光度計、定量の原理、蛍

光強度に影響する因子、医薬品分析へ

の応用）

講義

予習：演習課題と確認テストを復習して知識を定着
し、小テストに備える。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。
演習課題を解く。（90分）

RC00020401-
02,04・
RC00020501

NC02040102,32A 田辺

6 原子吸光光度法（１）
原子吸光光度法の原理（原子スペクト

ル、原子吸光光度計、光源・原子化法

の種類、定量の原理、検量線）
講義

予習：講義資料等により概要を把握する。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。
演習課題を解く。（90分）

RC00020101・
RC00020401-03

NC02040104 田辺

7
原子吸光光度法

（２）、ICP発光分光
分析法

原子吸光光度法の応用（干渉、バック

グラウンド補正、試料前処理、医薬品

分析への応用）、原子発光分析（原子発
光、ICP発光分光分析法の原理）

講義

予習：講義資料等により概要を把握する。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。
演習課題を解く。（90分）

RC00020401-04 NC02040104 田辺

8 旋光度測定法

光学活性物質測定法の原理と応用（旋

光度測定法、比旋光度を用いた定量計

算、旋光分散スペクトル、円二色性ス

ペクトル、コットン効果、医薬品分析

への応用）

講義

予習：講義資料等により概要を把握する。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。

演習課題を解く。（90分）

RC00020401-
02,04

NC02040105-06,33A 田辺

9 演習２ 5〜8回目の復習
演習・

PBL

予習：事前に配布された演習課題を解く。（90分）
復習：演習課題のポイントを理解し、すべての問題
が解けるように復習する。（90分）

RC00020101・
RC00020302・
RC00020401-04

NC02040102,04-
06,33A

田辺

10
赤外吸収スペクトル測

定法

小テスト（2回目）
赤外吸収スペクトル測定法の原理と応

用（赤外吸収スペクトル、赤外分光光

度計、測定法の種類、医薬品分析への

応用）

講義

予習：演習課題と確認テストを復習して知識を定着
し、小テストに備える。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。
演習課題を解く。（90分）

RC00020401-
02,04・
RC00020501・
RC00030302・
RC00030401

NC02040103,31A 田辺

11
核磁気共鳴スペクトル

測定法

核磁気共鳴スペクトル法の原理と応用

（核磁気共鳴、１H-NMRスペクトル、
化学シフト、医薬品分析・臨床診断へ

の応用）

講義

予習：講義資料等により概要を把握する。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。
演習課題を解く。（90分）

RC00020401-
02,04・
RC00020501・
RC00020801・
RC00030401

NC02040201・
NC02060205

田辺

12 質量分析法
質量分析法の原理と応用（質量分析

計、イオン化法の種類、マススぺクト

ル、医薬品分析への応用）
講義

予習：講義資料等により概要を把握する。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。
演習課題を解く。（90分）

RC00020502・
RC00030401

NC02040301 田辺

13 X線分析法・熱分析法

X線を用いる分析法の原理と応用（ブラ
ッグの式、粉末X線回折法、X線結晶解
析、医薬品分析への応用）
熱分析法の原理と応用（熱重量測定

法、示差熱分析法、示差走査熱量測定

法、医薬品分析への応用）

講義

予習：講義資料等により概要を把握する。（90分）
復習：講義と確認テストを復習して要点を覚える。
演習課題を解く。（90分）

RC00020401-
02,04・
RC00030401

NC02040401-02・
NC02040501-02

田辺

14 演習３ 10～13回目の復習
演習・

PBL

予習：事前に配布された演習課題を解く。（90分）
復習：演習課題のポイントを理解し、すべての問題
が解けるように復習する。（90分）

RC00020401-
02,04・
RC00020501-
02・RC00020801

NC02040103,31A・
NC02040201・
NC02040301・
NC02040401-02・
NC02040501-02

田辺



回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

15 総括演習
小テスト（3回目）
機器分析法の総括（講義・演習）

講義・

演習

予習：演習課題と確認テストを復習して知識を定着
し、小テストに備える。（90分）
復習：すべての講義内容を総括して復習し、定期試

験に備える。（90分）

RC00020302・
RC00020401-
04・
RC00020501-
02・RC00030401

NC02040101-
06,33A・
NC02040201・
NC02040301・
NC02040401-02・
NC02040501-02

田辺

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 薬学生のための分析化学 楠 文代、渋澤庸一 編 廣川書店

教科書 薬学生のための分析化学問題集 四宮一総 編 廣川書店

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーション

試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 80% 10% 10%

備考 小テスト
毎回のまとめシートの提出・取組

み状況を評価

【課題に対するフィードバック方法】

確認テスト、演習課題及び小テストの解答・解説は、講義、資料配布、Teamsへのアップロードにより行う。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

田辺 顕子 月曜～金曜　15:00-17:00 薬学教育センター　(F棟 FB101a) a_tanabe@nupals.ac.jp

【その他】

総合評価で60％以上を合格とする。



化学物質の構造決定
Determination of Chemical Structure

授業担当教員 高津 徳行

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C3

Cyber-Campus

未定

【授業概要】

未知の有機化合物の構造決定や既知有機化合物の同定には、主に核磁気共鳴スペクトル(NMR)、赤外吸収スペクトル(IR)、質量分析法(MS)などの機器分析法が用いられます。本
講では、これらの構造決定に用いられる機器分析法について、その活用に関する知識を説明し、これを用いたスペクトルの解析方法を解説します。さらにその知識を生かして、
NMR、IR、MSを組み合わせた簡単な有機化合物の構造決定を行います。これにより基礎的な知識を組み合わせて問題を解決する「考える力」・「問題解決能力」を養います。

【学修項目】

1）化学物質の構造決定に用いる、各種機器分析法の用途を説明できる。2）IRの基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属できる。3）NMRにおける遮蔽効果を説明できる。4）
NMRの代表的な1Hと13Cの、大まかなケミカル（化学）シフト値を列挙できる。5）1H-NMRのスピンカップリング（分裂）の意味と、カップリングパターン（分裂様式）を説明
できる。6）1H-NMRの積分値の意味を説明できる。7）MSのイオン化法を説明し、状況に応じて選択できる。8）MSのピークの種類と意味を説明できる。9）MSのフラグメンテ
ーションを説明できる。10）IR、NMR、MSのデータを用いた基本的な有機化合物の構造決定法を説明できる。11）IR、NMR、MSのデータから、基本的な有機化合物の構造を
決定できる。12）簡単なIR、NMR、MSチャートのデータを帰属できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業
方式

授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1
構造解析のための機器分析

法

授業オリエンテーション

構造解析に使う機器分析法とその役割
講義

予習：シラバスの確認、教科書第8章の熟読。有機
化学全般、特に命名法に関する復習。（90分）
復習：講義内容の確認、プリントの「有機構造解析
のための基礎知識」の熟読。（90分）

RC00030401-
02

NC03040101・
NC03040201・
NC03040301

高津

2 赤外吸収スペクトル(IR)(1) IRの概要と測定方法 講義

予習：有機化学全般、特に官能基に関する復習。教
科書第11章11-1～11-5の熟読。（90分）
復習：講義内容の確認、教科書関連項目の再確認。
（90分）

RC00030401-
02

NC03040201 高津

3
赤外吸収スペクトル(IR)
(2)、核磁気共鳴スペクトル
(NMR)（1）

IRの官能基や部分構造に特徴的な吸収
1H-NMRの概要と得られる情報

講義

予習：教科書第11章11-6～11-8の熟読。プリントの
「IR：官能基や部分構造に特徴的な吸収」、「核磁気
共鳴スペクトルの原理」の確認。（90分）
復習：講義内容の確認、プリントの「IR：官能基や
部分構造に特徴的な吸収」、「核磁気共鳴スペクトル

の原理」、及び教科書関連項目の再確認。（90分）

RC00030401-
02

NC03040101・
NC03040202

高津

4
核磁気共鳴スペクトル

(NMR)（2）

遮蔽効果と1H-NMRのケミカル（化学）シ
フト
1H-NMRのスピン－スピン相互作用（1）

講義

予習：プリントの「遮蔽度と化学シフト」、「スピン
－スピン結合と結合定数」の熟読。教科書第12章
12-1～12-3、12-6(1)の熟読。（90分）
復習：講義内容の確認、プリントの「遮蔽度と化学
シフト」、「スピン－スピン結合と結合定数」、及び

教科書関連項目の再確認。（90分）

RC00030401-
02

NC03040102 高津

5
核磁気共鳴スペクトル

(NMR)（3）

1H-NMRのスピン－スピン相互作用（2）
外部磁場とシグナルの形

講義

予習：プリントの「スピン－スピン結合と結合定
数」～「外部磁場とシグナルの形」の熟読。教科書

第12章12-4、12-6(2)～(8)の熟読。（90分）
復習：講義内容の確認、プリントの「スピン－スピ
ン結合と結合定数」～「外部磁場とシグナルの形」

及び教科書関連項目の再確認。（90分）

RC00030401-
02

NC03040104,31A 高津

6
核磁気共鳴スペクトル

(NMR)（4）、質量分析法
(MS)（1）

1H-NMRの積分曲線、シグナルの解析と帰
属、13C-NMRの情報
MSの概要

講義

予習：プリントの「積分曲線」～「13C-NMRスペ
クトル」の熟読。教科書第12章12-7の熟読。（90
分）
復習：講義内容の確認、プリントの「積分曲線」～

「13C-NMRスペクトル」及び教科書関連項目の再
確認。（90分）

RC00030401-
02

NC03040103,32A
・NC03040301

高津

7 質量分析法(MS)（2）
イオン化法と各種イオンピーク

分子イオンピークとフラグメンテーション
講義

予習：教科書第13章13-2、13-4(1)、(2)の熟読。プ
リントの「MSの各種イオンピーク」の確認。（90
分）
復習：講義内容の確認、教科書関連項目の確認。
（90分）

RC00030401-
02

NC03040302-
03,31A

高津

8
機器分析法による構造決定

（1）

機器分析法による構造決定の方法

解析後のデータの帰属と表記

構造決定の実際（1）：構造決定の方法論
講義

予習：第2回～第7回の総復習。プリント「解析後の
データの帰属と表記について」の熟読。（90分）
復習：プリント「解析後のデータの帰属と表記につ
いて」、講義内容及び関連項目の確認。（90分）

RC00030401-
02

NC03040105,33A
・NC03040202・
NC03040304,31A
・NC03040401

高津

9
機器分析法による構造決定

（2）
構造決定の実際（2）：IR、NMR、MSを用
いた構造決定（1）

講義

予習：第2回～第8回の総復習。プリントの「化合物
11」の構造決定トライアル。（90分）
復習：講義内容及び関連項目の確認。プリントの
「化合物11」の構造決定トライアル。（90分）

RC00030401-
02

NC03040105,33A
・NC03040202・
NC03040304・
NC03040401

高津

10
機器分析法による構造決定

（3）
構造決定の実際（3）：IR、NMR、MSを用
いた構造決定（2）

講義

予習：第2回～第9回の総復習。プリントの「化合物
12」～の構造決定トライアル。（90分）
復習：講義内容及び関連項目の確認。プリントの
「化合物12」～の構造決定トライアル。（90分）

RC00030401-
02

NC03040105,33A
・NC03040202・
NC03040304・
NC03040401

高津

11
機器分析法による構造決定

（4）

構造決定の実際（4）：IR、NMR、MSを用
いた構造決定（3）
予め配布したスペクトルチャートにより構

造決定演習を行い、その後簡単な解説を行

う。また、予め配布したルーブリック表に

より自己評価を行う。

講

義・

演習

予習：第2回～第10回の総復習。プリントの「化合
物13」の構造決定トライアル。（90分）
復習：演習・講義内容及び関連項目の確認。プリン
トの「化合物13」の構造決定。（90分）

RC00030401-
02

NC03040105,33A
・NC03040202・
NC03040304・
NC03040401

高津

12
機器分析法による構造決定

（5）

構造決定の実際（5）：
IR、NMR、MSを用いた構造決定（5）
当日配布するスペクトルチャートにより構

造決定演習を行い、その後簡単な解説を行

う。また、予め配布したルーブリック表に

より自己評価を行う。

講

義・

演習

予習：第2回～第11回の総復習。（90分）
復習：演習内容及び関連項目の確認。プリントの
「化合物14」の構造決定トライアル。（90分）

RC00030401-
02

NC03040105,33A
・NC03040202・
NC03040304・
NC03040401

高津



【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 有機化合物の構造とスペクトル 卯西 昭信、他 三共出版

参考書 構造解析プラクティス 桑島 博 編著 京都廣川書店

参考書 有機化合物のスペクトルによる同定法 R. M. Silverstein、他 東京化学同人

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 80% 20%

備考 毎回確認テスト等を行う

【課題に対するフィードバック方法】

・毎回行う確認テストは終了後直ちに解答を示し、簡単な解説を行います。更に、必要であれば次回に簡単な解析結果を示し、それ以降の確認テストの問題等に反映したり、授
業・演習内容を変更したりすることがあります。
・構造決定演習に用いたスペクトルチャートについては、自己評価終了後に構造決定の要点等について簡単な解説を行います。
・定期試験・追再試験は、終了後直ちに構造決定の解説を行い、解答例を掲示します。更に、可能であれば答案を確認する時間を設けます。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

高津 徳行 月17:00～19:00　除：教授会開催日　火～金　18:30～19:30 薬学教育センター（F棟B101a） takatsu@nupals.ac.jp

【その他】

履修前準備事項：化学全般と有機化学に関する基礎知識、特に軌道、励起や失活、官能基の種類、命名法に関する知識は必須です。少なくとも2年生前期までの化学・物理に関す
る教科、特に「分子の構造」、「機器を用いる解析法」の内容は充分に理解しておかなければなりません。
演習方式：演習は当日配布する（あるいは予め配布した）スペクトルチャートを基に、そのスペクトルを示す化合物の構造を決定します。構造決定を行う化合物については、予め
その構造決定で留意すべきテーマを提示し、基本的に他の人との相談等はせず、「自力で」構造決定をします。
成績評価方法・基準に対する補足：「その他」は毎回確認テスト等を行って評価します。欠席はこの確認テスト等を受けていないものとして扱われます。成績評価基準の詳細は、
第1回の授業オリエンテーションに於いてプリントを配布し、説明します。
◎教科担当者より
この科目は暗記では対処できません。理解することが必須です。基本的な測定原理や数値などは覚えなければなりませんが、それはスペクトル解析で使うための道具としてであ
って、覚えることそれ自体が目的ではありません。
無数に存在する（あるいは現時点では存在しない）有機化合物の、測定条件によって常に変化する全てのスペクトルを暗記することはできません。データの意味を理解し、結論
を導き出す「力」が要求されます。
この科目では、既に学んだこと、そこから類推可能なこと等は、全て知っているはずのこととして扱われます。「覚えていない（知らない）からできない」は通用しないことを心
して下さい。又、自分が必要とするものが、座して周囲から与えられるとは思わないで下さい。自ら考えて辿り着かなければ、或いは見つけ出さなければ、得られないものもあ
ります。それは多分、今後様々な状況で繰り返されます。
皆さんは将来の医療人です。医療人として接する人は無数に存在し、その状態は常に変化します。その全てに対する対応を暗記することはできません。その時々の状態を判断し、
最適な対応をとる「力」が要求されます。それらができない、あるいは苦手であるという人にとって、この科目は非常に高いハードルとなるでしょう。逆に、見つけ出すこと･考
えること・推理すること等が好きな人にとっては、非常に興味深い科目となることでしょう。
「対象を見ること（観察力）」、「自ら調べたり探し求めること（探求力）」、「過去の類例から類推することや新たな方策を考えること（思考力）」は、医療人にとって必須の素養で
あると考えています。その意味では、この科目で求められるのは、医療人にとって必須の「力」であると考えて下さい。



医薬品の定性定量分析
Qualitative and Quantitative Analysis of Medicine

授業担当教員 川原 浩一

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 2単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C2

Cyber-Campus

講義音声

【授業概要】

医薬品や生体中の薬物や生体成分の物質量を正しく知るための定量法に関する知識を修得する。具体的には、医薬品に関する規格書（公定書）である日本薬局方に準じて学ぶ。

【学修項目】

1) 医薬品の品質管理や医療現場での検査において、分析結果の信頼性を保証するために、用いる器具、測定値の取り扱い方法、方法の評価を説明できる。2) 様々な反応におい
て、反応が起こっているにも関わらず反応に関わる物質の量の変化が現れなくなる現象を説明できる。 3) 物質の量を測定するための様々な方法の原理を理解し、操作法と応用例
について説明できる。4) 医薬品の性状及び品質の適正化への日本薬局方の役割を説明できる。5) 日本薬局方の試験法の原理と特徴及び操作法を説明できる。6) 無機イオン分析の
目的と方法を説明できる。 7) 生体試料や医薬品の中の特定の化合物を他の物質から分離する原理や方法を説明できる。8) 通電によりイオンが力を受けて移動し、互いに分離され
る仕組みを説明できる。9) 分離された物質を検出し定量する方法の原理と特徴を説明できる。10) 医療現場や医薬品の品質管理の現場におけるこれらの分析法の利用目的を説明
できる。 11) 検体試料を分析前に適切に処理する必要性を説明できる。12) 医薬品の創製から承認、市販後までのライフサイクルを理解し、医薬品の開発過程とその体制について
説明できる。13) 医薬品開発に係る臨床研究について、法規制、制度、仕組みを説明できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1 分析概論、局方（1）

分析法の種類と意義、定性分

析と定量分析、公定分析法、

局方、分析バリデーション、

レギュラトリーサイエンス

講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。最新の日本薬局方を手に取って、内容を確認しておくこ

と。（80分）

RB00040101-
02・
RC00020101

NB00020208,11・
NC02010103・
NC02010251D

川原

2 局方（2）
一般試験法（1） 確認試験、
純度試験（一部）

講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備

えること。（80分）

RC00020301-
03

NC02030101-02・
NC02030206

川原

3 局方（3）
一般試験法（2） 純度試験、
そのほかの化学的試験法、物

理化学的試験法（機器分析）
講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（80分）

RC00020302-
03・
RC00020401-
04

NC02030206・
NC02040101-02・
NC02040501-02

川原

4 定量分析法（1）
重量分析法、容量分析法、標

準試薬
講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（80分）

RC00020203-
04

NC02030201-
05,07

川原

5 定量分析法（2） 酸塩基滴定、非水滴定 講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（80分）

RC00020203-
04

NC02030201,05 川原

6 定量分析法（3） キレート滴定、沈殿滴定 講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（80分）

RC00020203-
04

NC02030202-
03,05

川原

7 定量分析法（4） 酸化還元滴定、沈殿滴定 講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（80分）

RC00020203-
04

NC02030204-05 川原

8 定量分析法（5） 容量分析法の応用
講義・

演習

予習：講義内容に相当する参考書の問題集を事前に解いておくこ
と。（120分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（120分）

RC00020203-
04

NC02030205 川原

9
局方、一般試験法、

定量

一般試験法(純度試験)、酸塩
基滴定、非水滴定、キレート

滴定、沈殿滴定、酸化還元滴

定

講義・

演習

予習：講義内容に相当する教科書および講義資料を事前に配布するの
で読んでおくこと。（120分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（120分）

RC00020101・
RC00020203-
04・
RC00020301-
03

NC02010101-03・
NC02030101-02・
NC02030201-07

川原

10 分離分析（1） 分離分析法概論 講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（80分）

RC00020601-
04

NC02050101 川原

11 分離分析（2）
液体クロマトグラフィー、薄

層クロマトグラフィー
講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（80分）

RC00020601,0
3-04

NC02050102-03 川原

12 分離分析（3）
ガスクロマトグラフィー、超

臨界クロマトグラフィー、前

処理法

講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（80分）

RC00020601,0
3-04・
RC00020701

NC02050104,31A
・NC02060101

川原

13 分離分析（4） 電気泳動法 講義

予習：講義内容に相当する教科書を事前に読んでおくこと。（80分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（80分）

RC00020602-
04

NC02050201・
NC02060101

川原

14 分離分析の応用 (1)
HPLC、TLC、GC、電気泳動
法、前処理法

講義・

演習

予習：講義内容に相当する教科書および講義資料を事前に配布するの
で読んでおくこと。（120分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、次の講義に備
えること。（120分）

RC00020601-
04・
RC00020701

NC02050101-
04,31A・
NC02050201・
NC02060101

川原

15 分離分析の応用 (2)
HPLC、TLC、GC、電気泳動
法、前処理法

講義・

演習

予習：講義内容に相当する教科書および講義資料を事前に配布するの

で読んでおくこと。（120分）
復習：講義の際に配布した資料などを読み返した上で、定期試験に備
えること。（120分）

RC00020601-
04・
RC00020701

NC02050101-
04,31A・
NC02050201・
NC02060101

川原

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 薬学生のための分析化学 第4版 楠 文代、渋澤庸一編 廣川書店

教科書 薬学生のための分析化学問題集 四宮一総編 廣川書店

参考書 物理系薬学II (化学物質の分析) 第２版 日本薬学会編 東京化学同人



【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 100%

備考

【課題に対するフィードバック方法】

定期試験の解答については、希望者に対して解説する。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

川原 浩一 月〜金　13:00〜17:00 薬品分析化学研究室 (F棟303a) kkawa@nupals.ac.jp

【その他】

定期試験において60％以上を合格とする。



感染症と微生物Ⅱ
Infectious Diseases and Microbes Ⅱ

授業担当教員 福原 正博

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C6、D2、E1

Cyber-Campus

講義資料等

【授業概要】

細菌、ウイルス、真菌、原虫それぞれの性状を把握したうえで、ヒトに感染症を引き起こす代表的な微生物と疾患との関わりを理解する。

【学修項目】

１）グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌など）およびグラム陽性桿菌（破傷風菌、ガス壊疽菌、ボツリヌス菌、ジフテリア菌、炭疽菌、セレウス菌、ディフィシル菌など）
について概説できる。２）グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎菌など）およびグラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ属菌、チフス菌、エルシニア属菌、クレブシエラ属菌、コ
レラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ、緑膿菌、レジオネラ、インフルエンザ菌など）について概説できる。３）グラム陰性らせん菌（ヘリコバクター・ピロリ、カンピロバクター・
ジェジュニ／コリなど）およびスピロヘータについて概説できる。４）抗酸菌（結核菌、らい菌など）について概説できる。５）マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアについ
て概説できる。６）代表的なウイルスの構造と増殖過程を説明できる。７）ウイルスの分類について概説できる。８）主なDNA ウイルスと感染症について説明できる。９）主な
RNA ウイルスと感染症について説明できる。10）プリオン感染症の病原体の特徴と発症機序について概説できる。11）真菌の特徴と代表的な疾患について説明できる。12）代表
的な原虫、蠕虫とその疾患について概説できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1 主な病原細菌と疾病 細菌感染症の復習 演習

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060301-04・
RE00010202-03

NC08030101・
NC08040101-02・
NC08040203-07

福原

2 ウイルス感染症 （1）
ウイルスの形態・構造と分類、ウイ

ルスの感染と増殖
講義

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060302-04・
RE00010201-03

NC08030301・
NC08040101

福原

3 ウイルス感染症（2）
ウイルスの病原性、ウイルス感染の

検査・診断①
講義

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060302-04・
RE00010201-03

NC08030331A・
NC08040101-02・
ND01030301

福原

4 ウイルス感染症（3）
ウイルス感染の検査・診断②、ウイ

ルス感染症の治療と予防
講義

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060304・
RD00021502-03・
RE00010201-03

NC08030331A・
NE02070401-05

福原

5
主な病原ウイルスと疾

患（1）
DNAウイルス（ポックスウイルス
科〜ヘパドナウイルス科）

講義

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い

て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060302,04・
RD00021501・
RE00010201-03

NC08040201 福原

6
主な病原ウイルスと疾

患（2）
RNAウイルス（オルトミクソウイル
ス科〜レオウイルス科）

講義

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（100分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（100分）

RC00060302,04・
RD00021501-03・
RE00010201-03

NC08040202 福原

7
主な病原ウイルスと疾

患（3）
RNAウイルス（トガウイルス科〜レ
トロウイルス科）

演習

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学

習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060302,04・
RD00021501-03・
RE00010201-03

NC08040202 福原

8
主な病原ウイルスと疾

患（4）

肝炎ウイルス

プリオンとプリオン病

まとめ（各ウイルスの特徴と疾患

等）

講義

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060302,04・
RD00021501-03・
RE00010201-03

NC08030101・
NC08040101・
NC08040231A・
ND01030301

福原

9 真菌感染症（1）
真菌の形態と構造、真菌の生活現象

と分類、真菌の病原性、真菌感染症

の検査・診断、真菌感染症の治療

講義

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060302,04・
RD00021501-03・
RE00010201-03

NC08030101・
NC08030401・
NC08040101-02・
NC08040208

福原

10
真菌感染症（2）
寄生虫感染症（1）

主な病原真菌と疾患

各論 （各真菌の特徴と疾患等） 
寄生虫とは

講義

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060302,04・
RD00021501-03・
RE00010201-03

NC08030101・
NC08030401-02・
NC08040101-02・
NC08040209

福原

11 寄生虫感染症（2） 線虫類、吸虫類 講義

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060302,04・
RD00021501-02・
RE00010201-03

NC08030402・
NC08040209

福原

12
寄生虫感染症（3）
衛生動物

条虫類、原虫類、衛生動物 演習

予習：該当コマの授業内容に関して、教科書等を用い
て授業内容を確認する（80分）
復習：該当コマの授業内容に関して、教科書・自己学
習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060302,04・
RD00021501-02・
RE00010201-03

NC08030402・
NC08030751D・
NC08040209

福原

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 わかる！身につく！病原体・感染・免疫 藤本秀士編著・目野郁子、小島夫美子・著 南山堂

参考書 スタンダード薬学シリーズ第4巻 生物系薬学 第I分冊と第III分冊 日本薬学会・編 東京化学同人

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考

【課題に対するフィードバック方法】

質問等があればその回答を開示します
練習問題、定期試験等をCyber-Campus等にアップします



【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

福原 正博 月曜～金曜　12:00-13:00　時間外も随時可 微生物学研究室（F403） fukuhara@nupals.ac.jp

【その他】

【成績評価基準】定期試験60％以上を合格とする。



生命情報と遺伝子
Genetic Information

授業担当教員 山口 利男

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C6

Cyber-Campus

講義資料、その他の資料

【授業概要】

生命のプログラムである遺伝子を理解するため、糖や核酸、ヌクレオチドの構造と機能を理解する。また遺伝子を人為的に作り変えるＤＮＡ組換え技術や解析法などの基本的知
識を習得する。

【学修項目】

１）遺伝子発現に関するセントラルドグマについて説明できる。２）染色体の構造、ゲノムと遺伝子の関係について説明できる。３）DNA の複製の過程について説明できる。４）
遺伝子の変異（突然変異）、DNA の修復の過程について説明できる。５）DNA からRNA への転写および転写調節について説明できる。６）RNA のプロセシングについて説明で
きる。７）RNA からタンパク質への翻訳の過程について説明できる。８）遺伝子解析技術や遺伝子工学的手法について説明できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1 ヌクレオチド・核酸１

「糖質」単糖の種類・構造・化学的性

質、二糖・多糖の種類・構造・化学的性

質、単糖・二糖・多糖の生物学的性質・

役割

講義
予習：教科書II.1より該当範囲（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00040201-02
NC04010101-02・
NC06020501

山口

2 ヌクレオチド・核酸2
DNA・RNAの構造、DNA・RNAの種
類・構造・化学的性質、生物学的性質・

役割、医薬品とDNA・RNAの相互作用
講義

予習：教科書II.3より該当範囲（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00040201-02

NC04010102・
NC06020501・
NC06040101-02・
NC06040203,31A

山口

3 遺伝子と染色体
ゲノム、遺伝子、染色体、DNA・RNAの
構造、セントラルドグマ

講義
予習：教科書IV.1より該当範囲（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00060201
NC06020501・
NC06040101-02・
NC07010101

山口

4 DNAの構造
染色体とクロマチンの構造、ヌクレオソ

ーム、ユークロマチンとヘテロクロマチ

ン、ゲノムの遺伝子構造

講義
予習：教科書IV.1より該当範囲（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00060101・
RC00060201

NC06040101-02・
NC06040201-02

山口

5 DNAの複製
縦列反復配列、サテライト配列、複製機

構、DNAポリメラーゼ、テロメラーゼ
講義

予習：教科書IV.1〜2より該当範囲（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00060201 NC06040301,51D 山口

6 DNAの変異
変異の発生、変異の修復、遺伝子多型、

遺伝子疾患、相同的組換え、部位特異的

組換え、トランスポゾン

講義
予習：教科書IV.2より該当範囲（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00060201・
RC00060303

NC06040501・
NC07010102-03

山口

7 RNAへの転写１
RNAポリメラーゼ、プロモータ、RNAの
プロセシング、原核・真核生物のRNA転
写

講義
予習：教科書IV.3.1より該当範囲（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00060201 NC06040401,04 山口

8 RNAへの転写2
転写調節、転写因子、オペロン、オペレ

ーターとリプレッサー
講義

予習：教科書IV.3.1より該当範囲（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00060201 NC06040401-04 山口

9 タンパク質への翻訳 翻訳 コドン、リボソームの機能、RNAi 講義
予習：教科書IV.3.1BおよびIV.3.2（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00060201 NC06040405,31A 山口

10 遺伝子のクローニング 1
DNA組換え技術の概要、宿主とベクタ
ー、制限酵素、DNAリガーゼ

講義

予習：教科書IV.4.D.b)およびIV.4.1~2（80
分）
復習：配布プリント（100分）

RC00060201 NC06040601,31A,34A 山口

11 遺伝子のクローニング 2
遺伝子ライブラリー、逆転写、PCR、遺
伝子の電気泳動法

講義
予習：教科書IV.4.3（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00020602-
04・
RC00060201

NC06040601,31A-
32A,34A

山口

12
遺伝子機能解析、遺伝

子組換え技術の応用

ブロッティング法、DNA塩基配列決定
法、外来遺伝子の発現、遺伝子組換え技

術の薬学への応用

講義
予習：教科書IV.4.4A〜D.b)〜4.5（80分）
復習：配布プリント（100分）

RC00020602・
RC00060201

NC06040601-
02,35A,37A-42A

山口

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 NEW生化学(第2版) 堅田利明、菅原一幸、富田基郎編集 廣川書店

参考書 コンパス分子生物学-創薬・テーラーメード医療に向けて- (第３版) 荒牧弘範・大戸茂弘編集 南江堂

参考書 コンパス生化学(改訂第3版) 前田正知・浅野真司編集 南江堂

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考

【課題に対するフィードバック方法】

質問への回答は、次回講義以降に開示する。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

山口 利男 月〜金　17〜19時　メール等での問い合わせは随時可 微生物学研究室（F403） yamaguchi@nupals.ac.jp

【その他】

【成績評価基準】定期試験（100点満点）において60%以上得点した者を合格とする。



タンパク質の構造と機能
Introduction to Pharmacology and Pharmacotherapy

授業担当教員 小室 晃彦

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C6, C7

Cyber-Campus

定期試験問題解答

【授業概要】

薬物のほとんどのターゲットは生体内にある受容体、酵素などをはじめとするタンパク質である。薬効がどのような機序で作用するかを理解するため、生体内で最も重要であるタ
ンパク質の構造、性質と機能について講義する。

【学修項目】

タンパク質の基本的な構造、機能、さらには酵素とその阻害様式を理解する。さらにはホルモンをはじめとする生体内シグナル分子の細胞内情報伝達系、細胞間コミュニケーショ
ン、活性酸素、生体微量金属などの生理的意義を理解する。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方
式

授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1 アミノ酸 アミノ酸の性質とタンパク質の生合成 講義

予習：教科書中の授業範囲を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00060401
NC06020301・
NC06020401

小室

2 タンパク質 タンパク質の構造と性質 講義

予習：教科書中の授業範囲を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00060401-
03

NC06030133A 小室

3 タンパク質の取り扱い タンパク質の精製・検出法 講義

予習：教科書中の授業範囲を読む

（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00060401-
03

NC06030131A-32A,34A-
36A

小室

4 酵素の性質 酵素の構造と性質 反応機構 講義

予習：教科書中の授業範囲を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00060402 NC06030301-03 小室

5
酵素の反応速度論・酵素

の阻害

酵素の反応速度論 ミカエリスの式 酵素の競合阻
害・非競合阻害・不競合阻害・阻害定数

講義

予習：教科書中の授業範囲を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00060402 NC06030301-04 小室

6 ホルモンによる調節機構
ホルモンの種類と生合成、ホルモン産生器官、生理

活性と作用機構
講義

予習：教科書の授業該当内容を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00070301-
02

NC07020201,31A 小室

7
オータコイドによる 調節
機構

オータコイドの種類と生合成、生理活性と作用機構 講義

予習：教科書の授業該当内容を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00070301-
02

NC07020301,31A 小室

8 無機イオン

無機物の代謝 水分の代謝調節Na+、K+、Ca2+、
Mg2+、リン、イオウ、鉄、 銅、亜鉛、セレンの生
理的機能と代謝

講義

予習：教科書の授業該当内容を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00071301
NC06020701・
NE01010107-08

小室

9 細胞死
細胞死と老化 アポトーシスとネクローシス、老化
のメカニズム

講義

予習：教科書の授業該当内容を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00060701
NC06030201-02・
NC06070201

小室

10
サイトカイン・ケモカイ

ンによる調節機構

サイトカイン・ケモカイン・増殖因子の種類と生合

成、生理活性と作用機構
講義

予習：教科書の授業該当内容を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00060601-
02

NC07020401 小室

11
細胞間コミュニケーショ

ン、活性酸素

核内受容体（細胞内情報伝達2）、細胞間の接着構
造、細胞接着分子、細胞外マトリックス分子 活性
酸素（活性酸素種の構造、電子配置、生理作用、抗

酸化剤）

講義

予習：教科書の授業該当内容を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00060601-
02

NC06030101・
NC06060101・
NC06060201-05・
NC06060301-02,31A

小室

12 細胞内情報伝達
細胞膜受容体、イオンチャネル型受容体、Gタンパ
ク質、セカンドメッセンジャー、プロテインキナー

ゼ関連受容体

講義

予習：教科書の授業該当内容を読む
（80分）
復習：講義資料を読む（80分）

RC00060601-
02

NC06060101・
NC06060201-05・
NC06060301-02,31A

小室

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 生物系薬学Ⅱ（人体の成り立ちと生体機能の調節） 日本薬学会編 日本化学同人

教科書 NEW 生化学 富田基郎・菅原一幸・堅田利明 廣川書店

参考書 リーバーマン カラー コア生化学 リーバーマン／ライサー 西村書店

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考 筆答試験

【課題に対するフィードバック方法】

演習問題の解答例をTeamsまたはCyber-NUPALSにアップロードします。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

小室 晃彦 月～金　17:00～19:00　メール、Teamsでの問合せは随時可 生化学研究室（F棟504a） akikomuro@nupals.ac.jp

【その他】

定期試験の得点率６０％以上を合格とする。



生体防御と免疫
Immunology

授業担当教員 福原 正博

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 2単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C6、C7、D2、E1、E2

Cyber-Campus

講義資料等

【授業概要】

外敵から生体を護る基本的な機構を習得するため、免疫反応に基づく生体の応答を代表的な免疫関連疾患を交え、その機構を組織、細胞、分子レベルで理解する。生体防御反応
の基本的機構を組織、細胞、分子レベルで理解する。また、免疫反応によって引き起こされる生体の異常を理解するため、代表的な免疫関連疾患についての知識を習得する。

【学修項目】

1）異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアー、および補体の役割について説明できる。2）免疫反応の特徴（自己と非自己の識別、特異性、多様性、クローン性、記
憶、寛容）を説明できる。3）自然免疫と獲得免疫、および両者の関係を説明できる。4）体液性免疫と細胞性免疫について説明できる。5）免疫に関与する組織を列挙し、その役
割を説明できる。6）免疫担当細胞の種類と役割を説明できる。7）免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できる。8）自然免疫および獲得免疫における異物の認
識を比較して説明できる。9）MHC抗原の構造と機能および抗原提示での役割について説明できる。10）T細胞とB細胞による抗原認識の多様性（遺伝子再構成）と活性化につい
て説明できる。11）抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。12）免疫系に関わる主なサイトカインを挙げ、その作用を概説できる。13）炎症の一般的症状、担当細胞お
よび反応機構について説明できる。14）アレルギーを分類し、担当細胞および反応機構について説明できる。15）自己免疫疾患と免疫不全症候群について概説できる。16）臓器
移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤など）について説明できる。17）妊娠と免疫反応の関わりについて説明できる。18）感染症と免疫応答との関わりについて説明
できる。19）腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。20）代表的な免疫賦活療法について分子レベルで説明できる。21）ワクチンの原理と種類（生ワクチン、不活化
ワクチン、トキソイド、混合ワクチンなど）について説明できる。22）モノクローナル抗体とポリクローナル抗体について説明できる。23）血清療法と抗体医薬について概説でき
る。24）抗原抗体反応を利用した検査方法（ ELISA法、ウエスタンブロット法など）を実施できる。25）モノクローナル抗体とポリクローナル抗体の作成方法を説明できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1 序論
免疫の歴史、生体防御と免疫

の位置付け
講義

復習：1回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（100分）

RC00070901-02・
RD00021001・
RE00010201

NC08010101-04・
NC08010201-02

福原

2 自然免疫

自然免疫に必要な免疫担当細

胞や分子、オプソニン化、抗

原を認識する受容体について

学ぶ

講義

予習：2回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（90分）
復習：2回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（90分）

RC00070901-02
NC08010101-03・
NC08010201-02

福原

3 獲得免疫①

獲得免疫に必要な免疫担当細

胞、自然免疫との違い、クロ

ーン選択説、抗原認識の過程

について学ぶ

講義

予習：3回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（90分）
復習：3回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（90分）

RC00070901-02
NC08010102-03・
NC08010202・
NC08010301,03

福原

4 獲得免疫②

MHC、細胞性免疫、体液性
免疫、サイトカイン、細胞間

のネットワークについて学ぶ

講義

予習：4回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（90分）
復習：4回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（90分）

RC00070901-02・
RD00020901・
RD00021801

NC08010102,04・
NC08010203・
NC08010302,05

福原

5 免疫担当胞各論①

リンパ球、抗原提示細胞、免

疫組織（リンパ節、脾臓）、
その他免疫担当細胞について

学ぶ

講義

予習：5回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（90分）
復習：5回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（90分）

RC00060304・
RC00070901-02・
RD00021001

NC08010104・
NC08010201-02・
NC08010303・
NC08020101

福原

6 免疫担当細胞各論②

抗体の働き、抗体遺伝子の再

編成、クラススイッチ、モノ

クローナル抗体について学ぶ

講義

予習：6回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（90分）
復習：6回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（90分）

RC00060201・
RC00070901-02・
RD00021803

NC08010201-02・
NC08010303-04・
NC08020101・
NC08020202,31A

福原

7 免疫にかかわる分子
自然免疫と獲得免疫の間、補

体系、免疫寛容ついて学ぶ
講義

予習：7回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（90分）
復習：7回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（90分）

RC00060301・
RC00070901-02

NC08010101-02・
NC08010203・
NC08010305

福原

8 1〜7回目のまとめ 問題演習 演習

予習：1〜7回目の授業内容に関して、配布プリント・教科
書・自己学習支援システムを用いて確認する。（90分）
復習：配布問題の内容を配布プリント・教科書を用いて確認

する。（90分）

RC00060201・
RC00060301,04・
RC00070901-02・
RD00020901・
RD00021001・
RD00021801,03・
RE00010201

NC08010101-04・
NC08010201-03・
NC08010301-05・
NC08020101-02・
NC08020201-02,31A

福原

9
感染症と免疫、生物

学的製剤①

感染症と免疫、ワクチンの概

要、ワクチンの分類（ワクチ

ン生ワクチン、不活化ワクチ

ン、トキソイドワクチン）、
主なワクチンについて学ぶ

講義

予習：9回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（80分）
復習：9回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060302,04・
RC00070902・
RD00021501・
RE00010201-02

NC08010102・
NC08020105・
NC08020201・
NC08030752D・
NE02070102

福原

10
生物学的製剤②、ア

レルギー

ワクチンの副作用、ワクチン

のこれから、抗体製剤、アレ

ルギーの分類、I型〜IV（V）
型アレルギーについて学ぶ

講義

予習：10回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（90分）
復習：10回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（90分）

RC00070901-02・
RD00021001-02・
RE00010202・
RE00020201

NC08020102・
NC08020201,03・
ND01020204・
NE02070102

福原

11
自己免疫疾患、免疫

不全、臓器移植①

自己免疫疾患、免疫不全、臓

器移植にかかわる免疫応答に

ついて学ぶ

講義

予習：11回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（80分）
復習：11回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00070901-02・
RD00021001-02・
RD00021801

NC08020101-04 福原

12
臓器移植②、妊娠と

免疫、がんと免疫

臓器移植、妊娠にかかわる免

疫応答、がんと免疫について

学ぶ

講義

予習：12回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（80分）
復習：12回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する（80分）

RC00060201・
RC00070901-02・
RC00071501・
RD00021001-02・
RD00021601・
RD00021801

NC08020103-04,06・
NC08050151D・
NE02080303

福原

13 免疫応答の応用
免疫を用いた検査法について

学ぶ
講義

予習：13回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書等
を用いて授業内容を確認する（80分）
復習：13回目の授業内容に関して、配布プリント・教科書・
自己学習支援システムを用いて授業内容を確認する

定期試験前にもプリント等を確認する（80分）

RC00020703・
RC00070902・
RD00021801

NC08020204 福原



回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

14 8〜13回目のまとめ 問題演習 演習

予習：8〜13回目の授業内容に関して、配布プリント・教科
書・自己学習支援システムを用いて確認する。（80分）
復習：配布問題の内容を配布プリント・教科書を用いて確認
する。（80分）

RC00020703・
RC00060201・
RC00060302,04・
RC00070901-02・
RC00071501・
RD00021001-02・
RD00021501・
RD00021601・
RD00021801・
RE00010201-02・
RE00020201

NC08010102・
NC08020102-06・
NC08020201-04・
NC08030752D・
NC08050151D・
ND01020204・
NE02070102・
NE02080303

福原

15 全体のまとめ
これまでの免疫応答の繋がり

を確認する
演習

予習：1〜13回目の授業内容に関して、配布プリント・教科
書・自己学習支援システムを用いて確認する。（80分）
復習：演習で使用した図表を確認する。（80分）

RC00020703・
RC00060201・
RC00060301-
02,04・
RC00070901-02・
RC00071501・
RD00020901・
RD00021001-02・
RD00021501・
RD00021601・
RD00021801,03・
RE00010201-02・
RE00020201

NC08010101-04・
NC08010201-03・
NC08010301-05・
NC08020101-06・
NC08020201-
04,31A・
NC08030752D・
NC08050151D・
ND01020204・
NE02070102・
NE02080303

福原

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

その他 配布プリント

教科書 わかる！身につく！ 病原体・感染・免疫 藤本・目野・小島 南山堂

参考書 免疫学への招待 多田富雄 南江堂

参考書 免疫学イラストレイテッド 多田富雄 南江堂

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーション試

験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 80% 10% 10%

備考
授業毎の小テストの評

価

授業毎の質問に対する評

価

【課題に対するフィードバック方法】

授業毎の質問に対する回答を随時行います。
練習問題、定期試験等をCyber-Campus等にアップします。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

福原 正博 月曜～金曜　12:00-13:00　時間外も随時可 微生物学研究室（F403） fukuhara@nupals.ac.jp

【その他】

【成績評価基準】定期試験の得点を80％、授業毎の小テストの得点を10％、授業毎の質問の得点（3段階評価）を10％として合算し、60％以上を合格とする。



生命活動と代謝
Nutrition Uptake and Metabolism

授業担当教員 小室 晃彦

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C6

Cyber-Campus

定期試験過去問

【授業概要】

生命活動がエネルギーにより支えられていることを理解するために、食物成分からのエネルギーの産生、および糖質、脂質、タンパク質の代謝に関することを学習する。

【学修項目】

１）ATP が高エネルギー化合物であることを、化学構造をもとに説明できる。２）解糖系、クエン酸回路、電子伝達系（酸化的リン酸化）について説明できる。３）脂肪酸のβ
酸化反応、アセチルCoA のエネルギー代謝における役割を説明できる。４）ペントースリン酸回路、アルコール発酵、乳酸発酵の生理的役割を説明できる。５）糖新生、飢餓状
態のエネルギー代謝について説明できる。６−７）アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝について説明できる。８）核酸塩基の代謝（生合成と分解）を説明できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方
式

授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1 糖質代謝1
栄養の代謝と高エネルギー化合物、消化と吸収、

解糖系、エネルギー収支
講義

予習：教科書の範囲（80分）
復習：プリントの内容（80分）

RC00060501-02
NC06050101・
NC06050201,32A-33A

小室

2 糖質代謝2
クエン酸サイクル、呼吸鎖電子伝達系、酸化的リ

ン酸化、阻害剤、エネルギー効率
講義

予習：教科書の範囲（80分）
復習：プリントの内容（80分）

RC00060501-02 NC06050202-03,31A 小室

3 糖質代謝3
ペントースリン酸回路、糖新生、グリコーゲンの

合成と分解、糖の代謝(栄養素)
講義

予習：教科書の範囲（80分）
復習：プリントの内容（80分）

RC00060501-02
NC06050204-05・
NC06050503

小室

4 脂質代謝１
脂肪酸の代謝、β酸化とエネルギー、脂肪酸の生
合成、脂質の体内運搬、ケトン体と飢餓・糖尿病

講義
予習：教科書の範囲（80分）
復習：プリントの内容（80分）

RC00060501-02
NC06020101・
NC06050301・
NC06050401-02,31A

小室

5 脂質代謝２
血漿リポタンパク質、コレステロールの生合成と

代謝と運搬、ステロイドホルモン、胆汁酸、エイ

コサノイド、脂肪の代謝(栄養素)

講義・

演習

予習：教科書の範囲（80分）
復習：プリントの内容（80分）

RC00060501-02・
RC00060601-02

NC06050302,31A 小室

6
アミノ酸タンパク質代謝

1、ヌクレオチドの代謝
消化と吸収、異化代謝、アミノ基転移反応、酸化

的脱アミノ反応、脱炭酸反応、アンモニアの代謝
講義

予習：教科書の範囲（80分）
復習：プリントの内容（80分）

RC00060401-03・
RC00060501-02

NC06020301・
NC06020401・
NC06050501

小室

7 アミノ酸タンパク質代謝2
アミノ酸の代謝(栄養素)、タンパク質の細胞内局
在化と分解

講義
予習：教科書の範囲（80分）
復習：プリントの内容（80分）

RC00060401-03・
RC00060501-02

NC06030201-02・
NC06050431A・
NC06050501

小室

8 ヌクレオチドの代謝

プリン／ピリミジンヌクレオチドの生合成、デオ
キシリボヌクレオチドの生合成、リン酸エステル

の脱離と付加、分解 

講義・

復習

予習：教科書の範囲（80分）
復習：プリントの内容（100分）

RC00060501-02
NC06020501,31A・
NC06050502

小室

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 NEW生化学 堅田利明、菅原一幸、富田基郎編 廣川書店

参考書 リーバーマン カラー コア生化学 リーバーマン／ライサー 西村書店

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考 筆答試験

【課題に対するフィードバック方法】

前回の授業の質問に答えます。定期試験の解答をTeams にアップします。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

小室 晃彦 月～金　17:00～19:00　メール、Teamsでの問合せは随時可 生化学研究室（F棟504a） akikomuro@nupals.ac.jp

【その他】

全ての試験の総計の点数６０％以上を合格点とする。



物理化学演習
Seminar in Physical Chemistry

授業担当教員 星名 賢之助・田辺 顕子

補助担当教員 笹木 睦子

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C

Cyber-Campus

配布資料，模範解答

【授業概要】

「化学平衡」「薬学に必要な浸透現象」「薬物の溶解と分子の性質」に関する演習を行います．

【学修項目】

１）溶液中の化学物質の各種平衡の概念や緩衝作用を理解し説明できるとともに、これらの理論に基づき溶液のpHや物質濃度を計算することができる。
２）分子の物性に関して，分子構造から説明できる
３）現象における時間変化を記述できる
４）浸透現象の原理を説明できる
５）生体内における浸透現象を説明できる

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1~2 化学平衡（１）

次年次の薬剤学の理解に必

要とされる弱酸・弱塩基の

挙動を学ぶ。

１）pH変動に伴う分子形・
イオン形の変化

２）分子形・イオン形と溶
解度

３）分配平衡と抽出率

講義・

演習

予習：1年次の「化学平衡」の授業
資料を参考に、予習課題を行う。

（60分）
復習：講義で学んだ用語や要点を
整理して覚える。演習問題を解き

直して解答を導く考え方を理解す

る。（60分）

RC00020201-
03

NC02020101-02,04・NC02020204・NC02020351D 田辺

3~4 化学平衡（２）

４）前回の復習・基礎計算
の復習

５）１)～４) に関する確認
テスト

講義・

演習

予習：前回の演習問題と基礎計算
課題を解き、化学平衡分野の確認テ

ストに備える（60分）
復習：演習で解けなかった問題を

中心に復習し、知識を定着させ

る。（60分）

RC00020201-
03・
RK00070100

NC02020101-02,04・NC02020204・NC02020351D 田辺

5~6
薬物の構造・物性・

溶解性

いくつかの薬物を例に挙げ

て，その分子構造に基づい
た溶解性，親水性，疎水
性，および溶解速度を復習
し，次年次の薬剤学，薬理
学へ向けた準備をする

演習

予習：講義で該当する箇所につい
て重要な物理用語、公式について

まとめておく。（60分）
復習：教科書の類題についても同
様に解くこと。（60分）

NC01020101-03・NC01020201-07・NC01020301-05
星名

笹木

7~8 浸透現象と薬学

浸透現象に関わる既習の知

識を活用し、身近な現象や

生体内の現象を論理的に説

明する演習を行う。次年次

の薬剤学、病態生理、薬物

治療の理解に向けた準備を

する

演習

予習：浸透現象に関連のある既習
の物理用語、公式等に関する事前

準備課題を行う。（90分）
復習：演習で用いた用語や公式の
意味を理解し、知識を定着させ

る。演習問題を解き直し考え方を

理解する。（60分）

RC00010301-
02,04

NC01020301-05・NC01020401-04・NC01020601
星名

笹木

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 「化学平衡」で用いた講義資料、まとめノート

参考書 ブルース有機化学（上） 大船，香月，西郷，富岡 監訳 化学同人

参考書 「電磁波・放射線と物質の相互作用」で使用している教科書，配布資料

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーション

試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考
(1)第１ー4回 (40%)　　(2)第5－
８（60％）必要に応じて口頭試問

【課題に対するフィードバック方法】

演習中の質疑応答

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

星名 賢之助 月～木 15:00-18:00 薬品物理化学研究室（F棟302a） hoshina@nupals.ac.jp

田辺 顕子 月曜～金曜　15:00-17:00 薬学教育センター　(F棟 FB101a) a_tanabe@nupals.ac.jp

笹木 睦子 月～金9:00-18:00 薬学教育センター（F棟FB101） mtanaka@nupals.ac.jp

【その他】

総合評価の60％以上を合格とする。



薬品有機化学実習
Laboratory in Organic Chemistry

授業担当教員 本澤 忍・浅田 真一

補助担当教員 関川 由美

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C3

Cyber-Campus

【授業概要】

有機化学反応の実施に関わる基本操作を習得する。医薬品の化学的な知識を実験を通じて習得する。

【学修項目】

(1)化学実験に必要な基本操作を実施できる。(2)基本的な有機反応の特徴を概説できる。(3)代表的な官能基と基本的な有機反応の関係について説明できる。(4)簡単な合成反応を
実施し、再結晶などにより精製することができる。(5)薄層クロマトグラフィーにより、反応の進行及び生成物の純度を確認することができる。(6)代表的な官能基を他の官能基に
変換できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方
式

授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1~2
実習の説明、ガラス

細工

実習を行う上での注意点、実習ノートの作

成、レポートの書き方の復習

実習で取り扱う反応の基礎知識及び実験操

作に関わる知識の確認

実習で使用する毛細管の作成

講義・

実習

予習：実験ノートの記載方法（20分）
復習：実習で取り扱う反応について（20
分）

RK00050400・
RK00120000

NJ00120051D,53D,55
D,57D

本澤

浅田

関川

3~6
エテンザミドの合成

（１）
サリチル酸メチル（エステル）からサリチル
アミド（アミド）への変換

実習

予習：実験方法、操作の意味について
（30分）
復習：実験方法、操作の意味について
実験結果の考察（30分）

RC00030102・
RC00030302・
RK00050300・
RK00050400・
RK00120000

NC03060139A,42A・
NC03060433A・
NJ00120052D,54D,56
D,58D-61D

本澤

浅田

関川

7~12
エテンザミドの合成

（２）

SN2反応による、サリチルアミドからエテン
ザミドへの変換

再結晶操作、融点測定、確認試験

実習

予習：実験方法、操作の意味について
（30分）
復習：実験方法、操作の意味について
実験結果の考察（30分）

RC00030102・
RC00030302・
RK00050300・
RK00050400・
RK00120000

NC03060136A,42A・
NC03060432A-33A・
NJ00120052D,54D,56
D,58D-61D

本澤

浅田

関川

13~15 アルドール縮合反応
アセトンとベンズアルデヒドとのアルドー

ル縮合

再結晶操作、融点測定

実習

予習：実験方法、操作の意味について
（30分）
復習：実験方法、操作の意味について
実験結果の考察（30分）

RC00030102・
RC00030302・
RK00050300・
RK00050400・
RK00120000

NC03060433A・
NJ00050401・
NJ00120052D,54D,56
D,58D-61D

本澤

浅田

関川

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 薬品有機化学実習実習書

教科書 実習共通実習書 新潟薬科大学薬学部 編

参考書 第8版 実験を安全に行うために 化学同人編集部編 化学同人

参考書 HGS分子構造模型 C型セット 有機化学実習用 丸善出版

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーショ

ン試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 40% 50% 10%

備考

実験操作中の操作について、実

験中に評価します。技能試験と

いう形は取りません。

実験操作・考察に

関する内容

実験内容に関する

課題

【課題に対するフィードバック方法】

各回終了時に、チェックリストによる自己チェックを行う。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

本澤 忍 月～金　17:00～18:00 薬学教育センター（F棟地下１階　FB101） honzawa@nupals.ac.jp

浅田 真一 月曜日〜金曜日　12:10〜12:45 その他Teamsのchatで随時連絡可 薬学教育センター（F棟地下1階　FB101) asada@nupals.ac.jp

関川 由美 月～金 10:00～18:00 薬学教育センター（F棟B101） sekigawa@nupals.ac.jp

【その他】

１年次の基礎科学実習１で使用した実習書を持参してください。
評価基準の詳細は別途授業中に連絡します。総合で60％以上を合格とします。原則すべての授業回の出席を必須とします。やむを得ず欠席した場合には後日別途開催する授業を受
講すること。



人体構造学実習
Laboratory in Anatomy and Physiology

授業担当教員 岩田 武男・森山 雅人

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 0.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C7, D1, F1, F5

Cyber-Campus

【授業概要】

人体を構成する器官・組織の正常な構造と機能について理解を深め、それらの異常と疾患との関係性を学ぶ。代表的な疾患の病態の理解に欠かせない体の構造と機能に関連した
人体臓器模型を作成し、それを用いた発表・討論を行う（1~9回）。またフィジカルアセスメント体験・心肺蘇生の体験を行う（10-12回）。

【実務経験】

（森山）臨床医として25年以上の病院勤務経験があり、現場で必要な知識技能を講義実習で習得できるよう指導している。

【学修項目】

・人体を構成する臓器の配置や構造、機能を概説できる。
・神経系、循環器系、消化器系、呼吸器系、泌尿器系の構造・機能と代表的な疾患との関連について概説できる。
・代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。・一次救命処置（心肺蘇生、外傷対応等）を説明し、シミュレータを用いて実施できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容 授業方式 授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1~3 臓器・器官１

代表的な疾患の病態に関連する各

臓器の構造と機能をグループワー

クでまとめ、発表資料（ポスタ

ー、スライド、臓器模型等）を作
成する。

実習・討

論・グルー

プワーク

予習：参考書等で自グループが担当する
臓器の構造と機能の概要を理解してお

く。（30分）
復習：授業で討論した内容を振り返り、
理解を深める。（30分）

RC00070101-02・RC00070201-
02・RC00070301-02・
RC00070401・RC00070501-02・
RC00070601・RC00070701・
RC00070801-03・RC00070901-
02・RC00071001・RC00071101-
02・RC00071201-02・
RC00071301・RC00071401・
RK00090100・RK00090300

NC07010301-04・
NC07010401-02・
NC07010701-03・
NC07010801・
NC07010901-02・
NC07011001・
NC07011201

岩田

4~6 臓器・器官２
人体臓器模型を用いた発表（ポス

ターあるいは口頭）を行い、質疑
応答を行う。

実習・発

表・討論・

グループワ

ーク

予習：担当する臓器の構造・機能と疾患
との関連性を説明できるようにしてお

く。（30分）
復習：他斑の発表内容を振り返り、その
臓器の構造と機能について参考書等で復

習する。（60分）

RC00070101-02・RC00070201-
02・RC00070301-02・
RC00070401・RC00070501-02・
RC00070601・RC00070701・
RC00070801-03・RC00070901-
02・RC00071001・RC00071101-
02・RC00071201-02・
RC00071301・RC00071401・
RC00071501-02・RK00090100・
RK00090300

NC07010301-04・
NC07010401-02・
NC07010701-03・
NC07010801・
NC07010901-02・
NC07011001・
NC07011201・
NJ00090301-05

岩田

7~8
臓器・器官の機能の

把握

フィジカルアセスメント（脈・血

圧・心音・呼吸音）の体験、心肺
蘇生の体験と実技試験による評価

実習

予習：簡単なバイタルサインとりかたや
心肺蘇生法について資料を探しておく。

（30分）
復習：フィジカルアセスメントの方法
や、心肺蘇生法についてやりかたが記憶

できているか確認する。（30分）

RC00070101-02・RD00010201-
02・RF00010102・RF00050101

NC07010303・
NE01020208・
NF00010103

森山

岩田

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 グラフィカル機能形態学 第2版 馬場広子 編著 京都廣川書店

参考書 看護がみえる vol.3 フィジカルアセスメント 医療情報科学研究所編 メデイックメディア

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーショ

ン試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 40% 40% 20%

備考

プロダクトと模型を評価

する。また心肺蘇生法の

技能を評価する。

レポート課題は講

義中に発表する。

学生間でのプレゼンテー

ション評価、教員による

ポスター評価を行う。

【課題に対するフィードバック方法】

課題作品について実習中に随時評価フィードバックを行う。評価したレポートを返却し、誤っている点、不十分な点を指摘する。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

岩田 武男 月〜金 17:00~19:00 時間外も随時可。 機能形態学研究室（F棟502c） iwata@nupals.ac.jp

森山 雅人 月～木　13:00～17:00（講義・実習・出張日を除く）＊要事前連絡 病態生理学研究室（F棟F404a） masato@nupals.ac.jp

【その他】

フィジカルアセスメントの部分は参考資料のプリントを配布するので、参考書は必ずしも必要ではない。総合で60点以上で合格とする。



微生物学実習
Laboratory in Microbiology

授業担当教員 福原 正博・山口 利男

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C6、D2

Cyber-Campus

技能試験・観察記録等の評価基準

【授業概要】

微生物学の基本的な実験操作を習得するために、滅菌・消毒法や微生物の培養法、無菌操作法などの手技を通して微生物の性質を理解する。

【学修項目】

1）主な滅菌法および消毒法について説明できる。2）主な滅菌法を実施できる。3）グラム染色を実施できる。4）無菌操作を実施できる。5）代表的な細菌または真菌の分離培
養、純培養を実施できる。6）細菌の同定に用いる代表的な試験法について説明できる。7）代表的な細菌を確認できる。8）細菌に効果のある主な抗生物質のMICを算出できる。
9）真菌に効果のある主な抗生物質のMICを算出できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方
式

授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1~3 微生物実験の基礎
滅菌・消毒、培地の作製およびグラ

ム染色
実習

予習：参考書で該当授業内容を確認し
ておく（30分）
復習：手技の確認（30分）

RC00060301・
RD00021503-05

NC08030502,31A・NC08030601-
02

福原

山口

4~6 分離培養
複数種の細菌を含む試料からそれぞ

れの菌を分離（分離培養）
実習

予習：参考書で該当授業内容を確認し
ておく（30分）
復習：手技の確認（30分）

RC00060301-02 NC08030531A・NC08030602-03
福原

山口

7~9 純培養
分離培養で得られたコロニーをグラ

ム染色で確認後、釣菌（純培養）
実習

予習：参考書で該当授業内容を確認し

ておく（30分）
復習：手技の確認（30分）

RC00060301-02 NC08030531A・NC08030601-03
福原

山口

10~12 菌種の確認 純培養菌の確認 実習

予習：参考書で該当授業内容を確認し
ておく（30分）
復習：手技の確認（30分）

RC00060301-02
NC08030531A・NC08030601-
03,31A

福原

山口

13~15 薬剤感受性試験
様々な細菌の抗菌薬に対する感受性

の試験
実習

予習：参考書で該当授業内容を確認し
ておく（30分）
復習：手技の確認（30分）

RC00060301-04・
RD00021503

NC08030531A・NC08030601-
03・NC08040451D-52D・
NE02070101・NE02070201

福原

山口

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 印刷物配布

参考書 わかる！身につく！ 病原体・感染・免疫 藤本・目野・小島編 南山堂

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーション試

験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 20% 30% 20% 30%

備考
実習中の態度評

価

レポートに記載の実験結果から

の技能評価

【課題に対するフィードバック方法】

手技等の諸問題に対して随時フィードバックします

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

福原 正博 月曜～金曜　12:00-13:00　時間外も随時可 微生物学研究室（F403） fukuhara@nupals.ac.jp

山口 利男 月〜金　17〜19時　メール等での問い合わせは随時可 微生物学研究室（F403） yamaguchi@nupals.ac.jp

【その他】

【成績評価基準】上記評価方法で採点し、60%以上に到達したものを合格とする。



医薬品分析実習
Laboratory in Analytical Chemistry

授業担当教員 川原 浩一

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C2

Cyber-Campus

【授業概要】

医薬品を定性・定量する上で必要となる分析化学の原理・方法の習得を目的とした実習を、主に日本薬局方収載の代表的な医薬品を題材に学ぶ。

【学修項目】

1) 医薬品の品質管理や医療現場での検査において、分析結果の信頼性を保証するために、用いる器具、測定値の取扱い方法、方法の評価を説明できる。2) 化学反応や酵素反応等
に影響を与える溶液内の水素イオン濃度の測定の意義と方法を説明できる。 3) 様々な反応において、反応が起こっているにも関わらず反応に関わる物質の量の変化が現れなくな
る現象を説明できる。4) 物質の量を測定するための様々な方法の原理を理解し、操作法と応用例について説明できる。5) 医薬品の性状及び品質の適正化への日本薬局方の役割を
説明できる。6) 日本薬局方の試験法の原理と特徴及び操作法を説明できる。7) 医薬品や生体成分の濃度測定への電磁波の応用原理を説明できる。8) 電磁波を用いる様々な分析法
の操作法と応用例について説明できる。9) 医療現場や医薬品の品質管理の現場におけるこれらの分析法の利用目的を説明できる。 10) 有機化合物と電磁波との相互作用が、有機
化合物の化学構造に影響されることを説明できる。11) 生体試料や医薬品の中の特定の化合物を他の物質から分離する原理や方法を説明できる。12) 分離された物質を検出し定量
する方法の原理と特徴を説明できる。13) 医療現場や医薬品の品質管理の現場におけるこれらの分析法の利用目的を説明できる。 

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業

方式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1~3
全体説明と試薬の危険

性、天秤の取り扱いと

測定値の取り扱い

実習意義、デモンストレー

ション、電子天秤の使用方

法、平均値、標準偏差、変

動係数

実習

予習：参考書の薬学生の分析化学中の容量分析、光分析、分離分析
について読んでおくこと。実習書の相当するページをよく読んでお

くこと。（20分）
復習：実習書に示す課題について、レポートを書くこと。（20分）

RC00020101
NC02010101-03・
NJ00120051D-
53D

川原

4~6
0.1mol/L NaOHの調
製と標定

容量分析用標準液、標準試

薬、補正係数、終点指示薬
実習

予習：実習書の相当するページを読んでおくこと。（20分）
復習：実習書に示す課題について、レポートを書くこと。（20分）

RC00020203-
04・
RC00020301-02

NC02010101-03・
NJ00120051D-
61D

川原

7~9 医薬品の定量
酸塩基滴定、医薬品の定

量、含量計算法
実習

予習：実習書の相当するページを読んでおくこと。（20分）
復習：実習書に示す課題についてレポートを書くこと。（20分）

RC00020203-
04・
RC00020301-02

NC02010101-03・
NC02030201,05・
NJ00120051D-
61D

川原

10~12
紫外可視吸光光度法、

pH測定法

紫外・可視吸光光度計の使

用法、吸収スペクトル、比

吸光度、pHメーターの使用
法、中和滴定曲線

実習
予習：実習書の相当するページを読んでおくこと（40分）
復習：実習書に示す課題についてレポートを書くこと（40分）

RC00020201・
RC00020301-
02・
RC00020401-
02,04・
RC00020501

NC02010101-03・
NC02020103・
NC02040101,06・
NJ00120051D-
61D

川原

13~15
HPLC、蛍光光度法、
達成度チェック

蛍光光度計の使用法、

HPLC装置データ解析、医
薬品の分離分析、技能及び

実習態度の再チェック

実

技・

実習

予習：実習書の相当するページを読んでおくこと。技能試験を行う
ので、実習内容をすべて見返すこと。（70分）
復習：実習書に示す課題についてレポートを書くこと。実習内容、
技能試験について見返すこと。（70分）

RC00020301-
02・
RC00020401,03
-04・
RC00020501・
RC00020601,03
-04

NC02010101-03・
NC02040102・
NC02050103・
NJ00120051D-
61D

川原

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 医薬品化学実習テキスト 新潟薬科大学薬品分析化学教室編

参考書 薬学生のための分析化学 第4版 楠 文代、渋澤庸一編 廣川書店

参考書 薬学生のための分析化学問題集 四宮一総編 廣川書店

参考書 第十八改正日本薬局方解説書 廣川書店

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 40% 40% 20%

備考 実習中の態度

【課題に対するフィードバック方法】

技能試験については、試験が終わった直後に口頭で解説を行う。観察記録については、実習中実習室内に掲示する。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

川原 浩一 月〜金　13:00〜17:00 薬品分析化学研究室 (F棟303a) kkawa@nupals.ac.jp

【その他】

技能試験、レポートおよび観察記録を総合して、60％以上を合格とする。



生化学実習
Laboratory in Biochemistry

授業担当教員 小室 晃彦・宮本 昌彦

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C2、C6

Cyber-Campus

生化学実習書、評価表など

【授業概要】

衛生・生化学検査の基礎実験として、生体を構成する分子の定性・定量法や酵素活性測定などの基礎的な生化学実験操作法を習得する。

【学修項目】

１）タンパク質の主要な機能を列挙できる。２）タンパク質の分離、精製と分子量の測定法を説明し、実施できる。３）代表的な酵素の活性を測定できる。４）酵素反応速度論に
ついて説明できる。５）細胞からDNA を抽出できる。６）DNA を制限酵素により切断し、電気泳動により分離できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業

方式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1~3 酵素反応速度測定 乳酸脱水素酵素の反応速度測定 実習

予習：実習書の内容とそれに該当する教科書の内容。
実習スケジュールの確認をしておくこと。（30分）
復習：レポート作成（30分）

RC00060401-02 NC06030304
小室

宮本

4~9
生体分子の分離法およ

び免疫化学的測定法

タンパク質の液体クロマトグラフィーお

よびSDS-PAGEによる分離法、ウエスタ
ンブロット法によるタンパク質の免疫学

的検出

実習

予習：実習書の内容とそれに該当する教科書の内容。
実習スケジュールの確認をしておくこと。（30分）
復習：レポート作成（30分）

RC00020601-
02・
RC00060401

NC02050101,03,0
5・
NC02050201,31A
・NC02060202・
NC06020401・
NC06020834A・
NC08020204

小室

宮本

10~15 核酸に関する実験

ヒトDNAの抽出、PCR法およびアガロー
スゲル電気泳動によるアルデヒドデヒド

ロゲナーゼ変異型の同定、DNAに対する
制限酵素反応

実習

予習：実習書の内容とそれに該当する教科書の内容。
実習スケジュールの確認をしておくこと。（30分）
復習：レポート作成（30分）

RC00020602,04
・RC00060201

NC02040135A・
NC06020801,35A
・NC06040531A-
32A・
NC06040632A-
33A

小室

宮本

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 生化学実習 生化学教室編

参考書 NEW生化学 堅田利明、菅原一幸、富田基郎編集 廣川書店

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーショ

ン試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 40% 30% 30%

備考

実験を通して身につけた

手技・成果物、それらに

対する理解度を評価す

る。

結果の明示、解析、考

察、それらに対する理

解度を評価する。

実習に対する積極

性・協調性を評価す

る。

【課題に対するフィードバック方法】

手技に対する問題、もしくは質問に対し、随時フィードバックします。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

小室 晃彦 月～金　17:00～19:00　メール、Teamsでの問合せは随時可 生化学研究室（F棟504a） akikomuro@nupals.ac.jp

宮本 昌彦 月～金　17〜19時　メール、Teamsでの問合せは随時可 生化学研究室（F棟504c） miyamoto@nupals.ac.jp

【その他】

授業回と各実習項目は便宜上のものです。日程を変更して行うことがあります。
【成績評価基準】上記の基準に従って合計した点数（100点満点）のうち、60点以上を合格とする。



疫学と保健・医療統計
Epidemiology and Health Statistics

授業担当教員 酒巻 利行

補助担当教員 佐藤 浩二

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

E1

Cyber-Campus

講義資料、定期試験問題と解答例

【授業概要】

社会における集団の健康と疾病の現状およびその影響要因を把握し、疾病の予防に貢献できるようになるために、保健統計と疫学および様々な疾病の予防に関する基本的事項を
習得する。

【学修項目】

１）健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。２）疾病の予防について、一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明できる。３）集団の健康と疾病の現状を把握
する上で人口統計の意義を概説できる。４）人口の将来予測に必要な指標を列挙し、その意義について説明できる。５）日本における社会保障制度の仕組みを説明できる。６）
高齢者医療保険制度の仕組みを説明できる。７）母子感染する疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。８）主な職業病を列挙し、その原因と症状を説明できる。９）
疾病の予防における疫学の役割を説明できる。１０）疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）とその方法について説明できる。１１）現代における感染症（日和見感染、院内感
染、国際感染症など）の特徴について説明できる。１２）新興感染症および再興感染症について代表的な例を挙げて説明できる。１３）一、二、三類感染症および代表的な四類
感染症を列挙し、分類の根拠を説明できる。１４）生活習慣病の種類とその動向について説明できる。１５）生活習慣病のリスク要因を列挙できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1 健康と疾病
健康と疾病の概念、疾病の予防、環境因子と

健康
講義

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：授業プリント及び授業ポイントの理
解・定着、演習問題の実践（120分）

RE00010101,03
ND01010101・
ND01020101-02

酒巻

2 保健統計（１）
人口統計の意義、人口静態統計と人口動態統

計（出生に関する指標）
講義

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：授業プリント及び授業ポイントの理
解・定着、演習問題の実践（120分）

RE00010102-03 ND01010201-02 酒巻

3 保健統計（２）
人口動態統計（死亡に関する指標、母子保健

に関する指標）
講義

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：授業プリント及び授業ポイントの理
解・定着、演習問題の実践（120分）

RE00010102-03 ND01010201-03 酒巻

4 保健統計（３） 人口の動向、生命表、疾病統計 講義

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：授業プリント及び授業ポイントの理
解・定着、演習問題の実践（120分）

RE00010102-03 ND01010201-02 酒巻

5
社会保障・母子保健・

学校保健・老人保健

社会保障の理念、母子保健法、新生児マスス

クリーニング、学校保健安全法、医療保障制

度、特定健康診査・特定保健指導

講義

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：授業プリント及び授業ポイントの理
解・定着、演習問題の実践（120分）

RE00010103

NB00020106・
NB00030101,05・
NB00040203・
ND01020401-02

酒巻

6
感染症の現状とその予

防（１）
感染症法、検疫法、感染症各論 講義

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：授業プリント及び授業ポイントの理
解・定着、演習問題の実践（120分）

RE00010201-02
NC08040101・
ND01020202

酒巻

7
感染症の現状とその予

防（２）

新興感染症（後天性免疫不全症候群、新型イ

ンフルエンザ、新型コロナウイルス感染症）、
再興感染症（結核）、B型肝炎母子感染防止対
策、性感染症、日和見感染、院内感染、バイ

オテロ

講義

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：授業プリント及び授業ポイントの理
解・定着、演習問題の実践（120分）

RE00010201-02
ND01020201,03・
ND01020402

酒巻

8
感染症の現状とその予

防（３）
予防接種法、新型インフルエンザ等特別措置

法、消毒・滅菌
講義

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：授業プリント及び授業ポイントの理
解・定着、演習問題の実践（120分）

RE00010201-02
NC08020201・
ND01020201,04・
NF00050202

酒巻

9 疫学（１） 疫学の概念と役割
講義・

演習

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：講義プリントの理解、演習問題の復習
（120分）

RB00050301-
02・
RE00010101-04

ND01010301-03
酒巻

佐藤

10 疫学（２） 疫学調査の方法と結果の解析
講義・

演習

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：講義プリントの理解、演習問題の復習
（120分）

RB00050301-
02・
RE00010101-04

ND01010303-04
酒巻

佐藤

11 生活習慣病とその予防
喫煙の有害性、アルコールの有害性、悪性新

生物、心疾患、脳血管疾患、高血圧症、糖尿

病、肥満、メタボリックシンドローム

講義

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：講義プリントの理解、講義ポイントの
暗記（120分）

RB00030101-
05・
RB00050301-02

ND01020301-03
酒巻

佐藤

12 産業保健
労働安全衛生法、職業性疾病、家庭用品の規

制
講義

予習：教科書の事前学習（60分）
復習：講義プリントの理解、講義ポイントの

暗記（120分）
RE00010101-04

ND01020501-02・
ND02020502

酒巻

佐藤

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 衛生薬学 基礎・予防・臨床［電子版付］改訂第5版 今井浩孝、小椋康光 南江堂

参考書 公衆衛生がみえる 2024-2025 医療情報科学研究所 メディックメディア

参考書 国民衛生の動向 2024/2025 厚生労働統計協会

参考書 New Simple Step 公衆衛生 第2版 高橋茂樹、西基 総合医学社

参考書 コンパス衛生薬学－健康と環境－ 改訂第3版 鍛冶利幸、佐藤雅彦 南江堂

参考書 スタンダード薬学シリーズⅡ5：健康と環境 日本薬学会 東京化学同人

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考

【課題に対するフィードバック方法】

定期試験は解答例をCyber-CAMPUSにアップロードする。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

酒巻 利行 月～金　17:00～19:00　時間外も随時可 衛生化学研究室（F棟503a） sakamaki@nupals.ac.jp

佐藤 浩二 月～金　17:00～19:00　時間外も随時可 衛生化学研究室（F棟503b） ksato@nupals.ac.jp



【その他】

事前に教科書及び参考書の該当する箇所を読んでおくこと。なお、受講後は講義の際に配布する資料などを読み返した上で、次の講義に備えること。定期試験の点数が60点以上
で合格とする。



放射線の体への影響
Biological Effects of Radiation

授業担当教員 安藤 昌幸

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 0.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

E-3-2

Cyber-Campus

【授業概要】

非電離放射線を含めて、放射線の物理的な実体を学習し、分子レベルから個体レベルでの生体に対する影響を、物理・化学・生物を基盤として理解する。
生体に影響を与える放射線、環境中に存在する放射性同位元素、放射線による生体影響について、主なものを具体的な知識として習得する。
放射性物質・放射線のハザードやリスクを学習し、リスクの評価方法や回避方法を考察する。

【実務経験】

第1種放射線取扱主任者、第1種作業環境測定士（放射性物質）、新潟薬科大学放射線取扱主任者（23年間）。

【学修項目】

（1）非電離放射線（紫外線、赤外線など）を列挙し、生体への影響を説明できる。
（2）電離放射線を列挙し、生体への影響を説明できる。
（3）代表的な放射性核種（天然、人工）と生体との相互作用を説明できる。
（4）電離放射線を防御する方法について概説できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当教

員

1 非電離放射線
紫外線・可視光線・赤外線・電波の生体に対す

る影響
講義

予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付資料・自己学習システム（90
分）

RE00030201-
03

安藤

2 電離放射線（1）
電離放射線の種類と生体や生体構成分子に対す

る作用。

環境中（天然と人工）放射性核種。
講義

予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付資料・自己学習システム（90
分）

RE00030201-
03

安藤

3 電離放射線（2）
放射線被曝の種類。

被曝の影響の種類。
講義

予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付資料・自己学習システム（90
分）

RE00030201-
03

安藤

4 電離放射線（3）
放射線被曝の評価と管理。

放射線の医療利用。
講義

予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付資料・自己学習システム（90
分）

RE00030201-
03

安藤

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 衛生薬学 改訂第5版 基礎・予防・臨床 今井浩孝・小椋康光 編 南江堂

教科書 新 放射化学・放射性医薬品学 改訂第5版増補 佐治英郎・向高弘・月本光俊 編 南江堂

参考書 新スタンダード薬学シリーズ 第5巻 衛生薬学 市川厚 総監修 東京化学同人

参考書 元素１１８の新知識〈第２版〉 引いて重宝、読んでおもしろい 桜井弘 講談社

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 100%

備考

【課題に対するフィードバック方法】

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

安藤 昌幸 月～金　10:00～18:00　時間外も随時可 薬学教育センター（F棟B101） ando@nupals.ac.jp



生活環境と健康
Environment and Public Health

授業担当教員 安藤 昌幸

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

E-3-2

Cyber-Campus

講義資料・重要ポイント集・定期試験過去問と解説

【授業概要】

地球生態系や生活環境を保全、維持できるようになるために、環境汚染物質などの成因や生体への影響、汚染防止、汚染除去などに関する基本的事項を習得する。

【学修項目】

以下の項目について代表例を列挙することが出来、それぞれについて、科学的かつ基礎科目の学習内容と関連付けて説明できる。
地球環境や生態系の構成要素、環境を構成する要素間の相互関係。環境内の物質移動、ヒトの健康に影響を及ぼす環境要因、浄水法、環境汚染物質、環境汚染物質の測定法、産
業活動に伴う環境問題、医療廃棄物、地球規模の環境問題。環境保全のための国内および国際的な取組み。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方
式

授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当教
員

1 環境衛生入門１
薬剤師や「まちの科学者」として必要な環境分

野の学習内容や到達目標を考える。
講義

予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020101-05 安藤

2 環境衛生入門２

身近な環境問題から地球規模の環境問題まで

を、科学的な視点で見つめなおす。

環境問題を学ぶ上で必要な基礎科目の学習内容

を振り返る。

講義
予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020101-05 安藤

3 生態系の構造と特徴 地球環境の成り立ち。生態系の構造と特徴。 講義
予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020101-05 安藤

4 物質の環境内動態
元素や化学物質の環境内動態。地球規模の環境

問題。
講義

予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020101-05 安藤

5 環境保全
環境基本法、典型七公害、四大公害

大気汚染防止法、水質汚濁防止法
講義

予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020201-03 安藤

6 水環境（１） 上水、浄水 講義
予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020301-06 安藤

7 水環境（２） 下水、水質汚濁 講義
予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020301-06 安藤

8 水環境（３） 水質測定 講義
予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020301-06 安藤

9 大気環境（１） 大気汚染物質 講義
予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020401-03 安藤

10 大気環境（２） 大気汚染物質の測定、大気汚染と気象現象 講義
予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020401-03 安藤

11 室内環境
室内環境と健康。室内環境保全。行政・学校薬

剤師による環境測定。
講義

予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020501-02 安藤

12 廃棄物
廃棄物の法的規制。医療廃棄物。廃棄物の減量

や有効活用。
講義

予習：教科書（90分）
復習：教科書・配付物・自己学習システム（90分）

RE00030201-
03

ND02020601-03 安藤

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 衛生薬学 改訂第5版 基礎・予防・臨床 今井浩孝・小椋康光 編 南江堂

参考書 新スタンダード薬学シリーズ 第5巻 衛生薬学 市川厚 総監修 東京化学同人

参考書 元素118の新知識 引いて重宝、読んでおもしろい 桜井 弘 講談社

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考

【課題に対するフィードバック方法】

定期試験の解答と解説をCyber-NUPALSで公開する。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

安藤 昌幸 月～金　10:00～18:00　時間外も随時可 薬学教育センター（F棟B101） ando@nupals.ac.jp

【その他】

【成績評価基準】合計が60%以上で合格とする。



病態生理（2023年度入学生まで）
Pathological Physiology

授業担当教員 森山 雅人

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C, E

Cyber-Campus

講義スライド、プリント、演習問題

【授業概要】

適切な薬物治療を行うために、生体の正常な機能が破綻して様々な病気を発症する機序や経過に関する基本的な知識を習得する。

【実務経験】

（森山）臨床医として25年以上の病院勤務経験があり、現場で必要な知識技能を講義実習で習得できるよう指導している。

【学修項目】

1.人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置および機能を説明できる。
2.生命維持のための生体内調整機構を説明できる。
3.臓器、器官の傷害や機能異常によって発症する疾患について、その病態と経過について説明できる。
4.病態に基づき、傷害や機能異常から回復する方法を提案できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方
式

授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1 症候・検査 総論、症候、検査など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NC07010101-03・NC07010201-02・NC07010301-04・
NC07011551D・NE01020101・NE01020201-08

森山

2 感染症 総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NE02060101-04,51D・NE02060201-02・NE02060301-
04・NE02060401・NE02070101-02・NE02070201・
NE02070301-10・NE02070401-06・NE02070501-02・
NE02070601-02・NE02071001

森山

3 循環器疾患 総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NC07010701-02・NC07011551D・NC07020501・
NC07020701-02・NE02030101-06,51D・NE02030401

森山

4 呼吸器疾患 総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NC07010801・NC07011551D・NE02040101-04・
NE02040301

森山

5 消化器疾患 総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問

題の見直し（90分）

NC07010901-02・NC07011551D・NC07020701・
NE02040201-09,51D・NE02040301

森山

6
腎臓・尿路疾患、生

殖器疾患
総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NC07011001・NC07011101・NC07011551D・
NC07020201・NC07020301・NC07020702・
NC07021001・NE02030301-08・NE02030401

森山

7 内分泌疾患 総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NC07011201・NC07011551D・NC07020201,31A・
NC07020301,31A・NC07020501・NC07020601・
NC07020701-02・NC07020801・NE02050201-05,51D-
52D・NE02050301

森山

8 代謝疾患 総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）

復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NC07011201・NC07011551D・NC07020201,31A・
NC07020301,31A・NC07020501・NC07020601・
NC07020701-02・NC07020801・NE02050101-
03,51D・NE02050301

森山

9
自己免疫・アレルギ

ー疾患
総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NC07010501・NC07010601・NC07011301・
NC07011551D・NC08040351D・NE02060201-02・
NE02060301-04・NE02070301-10・NE02070401-06・
NE02070501-02・NE02070601-02

森山

10 血液疾患 総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NC07011401・NC07011551D・NC07020401・
NC07020901・NE02030201-05・NE02030401

森山

11 神経・筋疾患 総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NC07010401-02・NC07011301・NC07011551D・
NC07020101-04・NC07021131A・NE02010101-04・
NE02010201-04・NE02010301-14・NE02010401

森山

12 悪性腫瘍 総論、病態、治療など 講義

予習：教科書の該当部分の確認（90
分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

NC07010101-03・NC07010201-02・NC07010301-02・
NC07011551D・NC08010101-04・NC08010301-05・
NC08020101-06,31A・NC08020201-04,31A・
NC08050151D-52D・ND02010101-07,31A・
ND02010201-05,31A-33A・ND02010301-03・
ND02010401-04・NE01020101・NE01020201-08・
NE01030001-02・NE01040001-04・NE02070701-03・
NE02070801-13・NE02070901-02・NE02071001

森山

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 はじめの一歩の病態・疾患学 林洋編 羊土社

参考書 新生理学 竹内明弘 日本医事新報社

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 100%

備考



【課題に対するフィードバック方法】

質問に対する回答は必要に応じてCyber-Campusにアップロードする。
演習問題の解答は講義の最後日に提示する。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

森山 雅人 月～木　13:00～17:00（講義・実習・出張日を除く）＊要事前連絡 病態生理学研究室（F棟F404a） masato@nupals.ac.jp

【その他】

試験の得点で60%以上を合格とする



病態生理（2024年度入学生以降）
Pathological Physiology

授業担当教員 森山 雅人・前田 武彦

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

NE0202（2）免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と薬、NE0207
（7）病原微生物（感染症）と薬

Cyber-Campus

講義資料、定期試験問題・解答

【授業概要】

免疫・炎症・アレルギー・リウマチに作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に
関する基本的事項を身につける。病原微生物に作用する医薬品の薬理作用・副作用、疾患の病態・治療、構造活性相関、薬物動態に関する基本的事項を関連づける。

【実務経験】

（森山）臨床医として25年以上の病院勤務経験があり、現場で必要な知識技能を講義実習で習得できるよう指導している。

【学修項目】

免疫・炎症・アレルギー・リウマチ、病原微生物に作用する医薬品の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。また、上記疾患の病態（病態生理・症状）ならびに薬物
治療（医薬品の選択）を説明できる。さらに、上記疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）を説明できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方
式

授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1
免疫・炎症・アレルギー、

骨・関節疾患の病態・治

療①

アレルギー疾患の病態・治療

（アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、接触性皮膚炎、アレルギ

ー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、花粉症、気管支喘息）
薬物アレルギーの病態・治療

アナフィラキシーショックの病態・治療

講義

予習：教科書の該当部分を確認（90
分）

復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

RD00021001-
03

NE02020203-04 森山

2
免疫・炎症・アレルギー、

骨・関節疾患の病態・治

療②

全身性自己免疫疾患の病態・治療① 講義

予習：教科書の該当部分を確認（90
分）（90分）
復習：講義内容、プリント、演習問

題の見直し（90分）

RD00021001-
03

NE02020205-07 森山

3
免疫・炎症・アレルギー、

骨・関節疾患の病態・治

療③

尋常性乾癬、水疱症、光線過敏症、ベーチェット病の病

態・治療

臓器特異的自己免疫疾患の病態・治療

臓器移植、拒絶反応および移植片対宿主病（GVHD）の
病態・治療

講義

予習：教科書の該当部分を確認（90
分）（90分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

RD00021001-
03

NE02020207-08 森山

4 感染症の病態・治療①
感染症総論 細菌感染症の病態・治療① 
呼吸器、消化器、感覚器、尿路、性感染症、

講義

予習：教科書の該当部分を確認（90
分）（90分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

RD00021501-
04

NE02020208・
NE02020301

森山

5 感染症の病態・治療②

細菌感染症の病態・治療②

中枢神経、皮膚、感染性心内膜炎、胸膜炎

薬剤耐性菌、院内感染、全身性細菌感染症

ウイルス感染症およびプリオン病の病態・治療①

ヘルペスウイルス感染症（単純疱疹、水痘・帯状疱

疹）、サイトメガロウイルス感染症、インフルエンザ、
ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）

講義

予習：教科書の該当部分を確認（90
分）（90分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

RD00021501-
04

NE02020209 森山

6 感染症の病態・治療③

ウイルス感染症およびプリオン病の病態・治療② 後天
性免疫不全症候群（AIDS） 伝染性紅斑、手足口病、伝
染性単核球症、突発性発疹、咽頭結膜熱、ウイルス性下

痢症、麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、風邪症候群、クロ

イツフェルト-ヤコブ病（CJD）
真菌感染症、原虫感染症、発熱性好中球減少症の病態・

治療

講義

予習：教科書の該当部分を確認（90
分）（90分）
復習：講義内容、プリント、演習問
題の見直し（90分）

RD00021501-
04

NE02020209 森山

7
免疫・炎症・アレルギー、

骨・関節疾患の病態・治

療の薬理①

抗炎症薬の薬理作用について説明する 講義

予習：教科書の該当部分と（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考
書（120分）

RD00021002-
04

NE02020101-02・
NE02020202・
NE02020401

前田

8
免疫・炎症・アレルギー、

骨・関節疾患の病態・治

療の薬理②

アレルギー治療薬について説明する 講義

予習：教科書の該当部分（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考
書（120分）

RD00021002-
04

NE02020201,03-
05・NE02020401

前田

9
免疫・炎症・アレルギー、

骨・関節疾患の病態・治

療の薬理③

免疫抑制薬、抗リウマチ薬について説明する 講義

予習：教科書の該当部分（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考

書（120分）

RD00021002-
04

NE02020301・
NE02020401

前田

10 感染症治療薬の薬理① 抗菌薬の薬理作用と副作用① 講義

予習：教科書の該当部分（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考
書（120分）

RD00021502-
05

NE02070101 前田

11 感染症治療薬の薬理② 抗菌薬の薬理作用と副作用② 講義

予習：教科書の該当部分（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考
書（120分）

RD00021502-
05

NE02070102・
NE02070201

前田

12 感染症治療薬の薬理③ 抗真菌薬・抗原虫薬の薬理作用と副作用 講義

予習：教科書の該当部分（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考
書（120分）

RD00021502-
05

NE02070501・
NE02070601-02

前田

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 令和4年度改訂薬学教育モデル・コア・カリキュラム準拠 疾患で学ぶ病態・薬物治療 編集企画委員会 アークメディア

教科書 令和4年度改訂薬学教育モデル・コア・カリキュラム準拠 実症例で学ぶ薬物治療 編集企画委員会 アークメディア

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 100%

備考 筆答試験

【課題に対するフィードバック方法】

質問に対する回答を必要に応じてCyber-NUPALSにアップロードする。定期試験終了後、模範解答をCyber-NUPALSにアップロードする。



【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

森山 雅人 月～木　13:00～17:00（講義・実習・出張日を除く）＊要事前連絡 病態生理学研究室（F棟F404a） masato@nupals.ac.jp

前田 武彦 {月～木　13:00～17:00（講義・実習・出張日を除く）＊要事前連絡} 薬効薬理学研究室（F棟F203a） maeda@nupals.ac.jp

【その他】

総合で６０％以上を合格とする。



薬理・薬物治療の総論
Introduction to Pharmacology and Pharmacotherapy

授業担当教員 前田 武彦

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

E1 薬の作用と体の変化、D-2-1 自律神経系に作用する薬 、D-2-15 感染症と
治療薬

Cyber-Campus

講義音声・定期試験問題解答

【授業概要】

薬効に基づいて適切な治療に使用できるようになるために、薬物の生体内における作用や代表的な疾患における薬物治療法およびその安全性に関する基本的事項を講義する。自
律神経系作用薬および抗ウイルス薬の薬理作用と副作用を講義する。

【学修項目】

薬の作用について１）用量と作用の関係２）アゴニストとアンタゴニストについて３）受容体、酵素およびチャネルについて４）薬物受容体の種類と刺激・阻害時の生理反応５）
細胞内情報伝達系と生理反応６）薬物投与法と意義７）主作用、副作用、毒性について説明できる。神経系に作用する薬について交感神経系、副交感神経系、神経節、体性神経
系に作用し、その支配器官を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用、治療薬への応用について説明できる。8）抗ウイルス薬の薬理作用と副作用を説明でき
る。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1 薬理の基礎１
薬の用量と作用の関係、アゴニストとアンタゴニス

トについて講義する。
講義

予習：教科書の授業該当内容を読
む（60分）
復習：講義資料を読む（120分）

RD00010102 NE01010101-02 前田

2 薬理の基礎２

薬物が作用するしくみ（受容体、酵素・イオンチャ

ネル・トランスポーター）、細胞内情報伝達系およ
び生理反応、および薬物動態にについて講義する。

講義

予習：教科書の授業該当内容を読

む（60分）
復習：講義資料を読む（120分）

RD00010101-02 NE01010103-05 前田

3 薬物治療の基礎１
薬物の体内動態、薬効を決める要因（投与方法、反

復投与、薬物相互作用、年齢性差）について講義す
る。

講義

予習：教科書の授業該当内容を読
む（60分）
復習：講義資料を読む（120分）

RD00040101-03 NE01010107-08 前田

4 薬物治療の基礎２

薬物の主作用と副作用、毒性、副作用と有害事象の

違いについて講義する。代表的な薬剤性障害につい

て講義する。代表的な疾患における薬物治療、食事

療法、その他の非薬物治療の位置づけと役割につい

て講義する。

講義

予習：教科書の授業該当内容を読
む（60分）
復習：講義資料を読む（120分）

RD00010301-02

NE01010109・
NE01020101・
NE01020201-08・
NE01030001-02・
NE01040001-03

前田

5
自律神経系に作用す

る薬物１
交感神経系に作用する薬物について講義する。 講義

予習：教科書の授業該当内容を読
む（60分）
復習：講義資料を読む（120分）

RD00020101-04 NE02010101 前田

6
自律神経系に作用す

る薬物２
交感神経系および副交感神経系に作用する薬物につ

いて講義する。
講義

予習：教科書の授業該当内容を読
む（60分）
復習：講義資料を読む（120分）

RD00020101-04 NE02010101-02 前田

7
自律神経系に作用す

る薬物３
副交感神経系に作用する薬物及び体性神経系に作用

する薬物について講義する。
講義

予習：教科書の授業該当内容を読
む（60分）
復習：講義資料を読む（120分）

RD00020101-04・
RD00020401-04

NE02010102-03・
NE02010202,04

前田

8
ウイルス感染症治療

薬

抗ウイルス薬の薬理作用と副作用について講義す

る。総論および自律神経系作用薬を総括する。
講義

予習：教科書中の授業範囲を読む
（60分）
復習：講義資料を読む（120分）

RD00020301-03・
RD00020401-04・
RD00021502-05

NE02010201・
NE02070401-03,05-06

前田

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 治療薬マニュアル 矢﨑 義雄 医学書院

参考書 医療薬学 最新薬理学 第10版 長友孝文・国友 勝・萩原政彦・武田弘志 廣川書店

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 80% 20%

備考 筆答試験 授業毎の筆答試験

【課題に対するフィードバック方法】

演習問題の解答例をCyber-NUPALSにアップロードします。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

前田 武彦 月～金　要事前連絡 薬効薬理学研究室（F棟203a） maeda@nupals.ac.jp

【その他】

定期試験とそのほかの試験の合計点が６０点以上を合格とする。



薬理・病態・薬物治療Ⅰ
授業担当教員 前田 武彦・神田 循吉

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 後期 単位数 1.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

C、D

Cyber-Campus

講義資料、定期試験問題・解答

【授業概要】

患者情報に応じた適正な薬物治療に参画できるようになるために、神経系に作用する医薬品の薬理作用・副作用、疾患の病態・症状・治療方針ならびに薬物治療、構造活性相
関、薬物動態に関する基本的事項を関連づける。

【実務経験】

（神田）病院薬剤師としての7年間の勤務経験をもとに、神経系疾患ならびに精神疾患の病態と薬物治療法について講述する。

【学修項目】

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1
病態・薬物治療

＜神経疾患1＞
てんかん 講義

予習：教科書の該当箇所を読む。（60分）
復習：教科書と配布資料を読み、代表的な薬
剤の特徴を治療薬マニュアルで確認する。ま

た配布された演習問題を解く。（120分）

RC00070101-02・
RC00070201-02・
RD00010101・
RD00010201-02・
RD00010301・
RD00020501-04

NE01020101・
NE01020201,03-
04,06-08・
NE02010307

神田

2
病態・薬物治療

＜神経疾患2＞

認知症（アルツハイマー型認知症、レビ

ー小体型認知症、血管性認知症、前頭側

頭型認知症など） 頭痛（片頭痛、緊張
型頭痛、群発頭痛、薬物乱用頭痛など）

講義
予習：同上（60分）
復習：同上（120分）

RC00070101-02・
RC00070201-02・
RD00010101・
RD00010201-02・
RD00010301・
RD00020501-04

NE01020101・
NE01020201,03-
04,06-08・
NE02030305・
NE02050101

神田

3
病態・薬物治療

＜神経疾患3＞
脳血管障害（脳内出血、脳梗塞、くも膜

下出血など）
講義

予習：同上（60分）
復習：同上（120分）

RC00070101-02・
RC00070201-02・
RD00010101・
RD00010201-02・
RD00010301・
RD00020501-04

NE01020101・
NE01020201,03-
04,06-08・
NE02030301,04,06

神田

4
病態・薬物治療

＜神経疾患4＞
パーキンソン病、重症筋無力症など 講義

予習：同上（60分）
復習：同上（120分）

RC00070101-02・
RC00070201-02・
RD00010101・
RD00010201-02・
RD00010301・
RD00020501-04

NE01020101・
NE01020201,03,06-
08・NE02030306-08

神田

5
病態・薬物治療

＜神経疾患5＞
統合失調症、うつ病、双極性障害など 講義

予習：同上（60分）
復習：同上（120分）

RC00070101-02・
RC00070201-02・
RD00010101・
RD00010201-02・
RD00010301・
RD00020501-04

NE01020101・
NE01020201,03-
04,06,08・
NE02030306-08

神田

6
病態・薬物治療

＜神経疾患6＞
不安症、睡眠障害、ナルコレプシーなど 講義

予習：同上（60分）
復習：同上（120分）

RC00070101-02・
RC00070201-02・
RD00010101・
RD00010201-02・
RD00010301・
RD00020501-04

NE01020101・
NE01020201,03-
04,06-08・
NE02020103・
NE02060301-04

神田

7
薬理<神経系に作用す
る薬1>

体性神経系に作用する薬物の薬理作用と

副作用
講義

予習：教科書の該当箇所を読む（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考書（120
分）

RD00020301-03・
RD00020401-04

NE02010101-04・
NE02010201-04

前田

8
薬理<神経系に作用す
る薬2>

催眠薬および抗不安薬の薬理作用・副作

用
講義

予習：教科書の該当箇所を読む（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考書（120
分）

RD00020502-04 NE02010301,06 前田

9
薬理<神経系に作用す
る薬3>

精神疾患治療薬（抗躁・うつ薬、統合失

調症治療薬）の薬理作用・副作用
講義

予習：教科書の該当箇所を読む（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考書（120
分）

RD00020502-04 NE02010304-05 前田

10
薬理<神経系に作用す
る薬4>

抗パーキンソン病薬、抗てんかん薬の薬

理作用と副作用
講義

予習：教科書の該当箇所を読む（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考書（120
分）

RD00020502-04 NE02010307,09 前田

11
薬理<神経系に作用す
る薬5>

鎮痛薬、片頭痛治療薬、中枢興奮薬の薬

理作用・副作用
講義

予習：教科書の該当箇所を読む（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考書（120
分）

RD00020202-04・
RD00020502-04

NE02010303,08,10-11 前田

12
薬理<神経系に作用す
る薬6>

脳血管疾患治療薬、アルツハイマー病治

療薬の薬理作用・副作用、中枢神経作用

薬の総括

講義

予習：教科書の該当箇所を読む（60分）
復習：講義プリント、教科書、参考書（120
分）

RD00020502-04 NE02010308,10 前田

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 令和4年度改訂薬学教育モデル・コア・カリキュラム準拠 疾患で学ぶ病態・薬物治療 編集企画委員会 アークメディア

教科書 令和4年度改訂薬学教育モデル・コア・カリキュラム準拠 実症例で学ぶ薬物治療 編集企画委員会 アークメディア

教科書 治療薬マニュアル 矢﨑 義雄 医学書院

参考書 病気がみえる MEDIC MEDIA

参考書 医療薬学 最新薬理学 第10版 長友孝文・国友 勝・萩原政彦・武田弘志 廣川書店



【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 100%

備考 筆答試験

【課題に対するフィードバック方法】

定期試験の解答をCyber-NUPALSにアップロードします。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

前田 武彦 月～金　要事前連絡 薬効薬理学研究室（F棟203a） maeda@nupals.ac.jp

神田 循吉 月～金 9:00～17:00 臨床薬物治療学研究室（CB110） kanda@nupals.ac.jp

【その他】

合計点が60％以上で合格とする



患者の権利と法規範
Patients' rights and legal normss

授業担当教員 富永 佳子

補助担当教員

区分 必修

年次・学期

2年次 後期（2024年
度入学生～）, 3年次
後期（～2023年度入
学生）

単位数 0.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

A, B2

Cyber-Campus

授業での配布資料

【授業概要】

医療倫理に関する規範や薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）を理解し、 患者の基本的権利の内容、自己決定権とインフォームドコンセントの意義、
臨床研究における倫理規範、医療者ー患者関係で配慮すべき事項を習得する。1年次の「コミュニケーションを学ぶ」で扱った「アサーティブな対応」の実践力をつけるために事
例に基づく演習を行うとともに、３年次までの倫理科目で扱った内容をあらためて振り返る。

【実務経験】

（富永）製薬企業の開発部門において、新薬の臨床開発（治験の立案、施設モニタリングなど）、開発戦略策定、承認申請に関する業務に25年間従事した。その実務経験を基に本
科目の治験実施にあたっての倫理的な配慮や法規制に関する講義を行う。

【学修項目】

1．医療倫理の変遷と主たる倫理規範について説明できる。
2．薬剤師が遵守すべき倫理規範について説明できる。
3．患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義を説明できる。
4．臨床研究における倫理規範において、医療者ー患者関係で配慮すべき事項を説明できる。
5．アサーティブコミュニケーションのあり方について説明できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1
薬剤師が遵守すべき倫

理規範とその実践

薬剤師の職能の変遷、薬剤師綱領、行

動規範について学ぶ。
講義

予習：教科書の該当部分をよく読んでおく（30分）
復習：授業の内容を振り返り、学んだことを再認識
し、理解を深める。（180分）

NA00020202・
NB00020101-03

富永

2
自他尊重の実践的コミ

ュニケーション

モデル事例についてアサーティブなコミ

ュニケーションの実践をグループで検討

し、グループプロダクトとして提出す

る。

グループ

ワーク

予習：教科書の該当部分をよく読んでおく（30分）
復習：授業の内容を振り返り、学んだことを再認識
し、理解を深める。（220分）

NA00030106-09,51D 富永

3 患者の自己決定権

患者の自己決定権、協働的意思決定

（Shared Decision Making）、ヘルス
リテラシーについて学ぶ。

講義

予習：教科書の該当部分をよく読んでおく（30分）
復習：授業の内容を振り返り、学んだことを再認識
し、理解を深める（180分）

NA00020301-04 富永

4 様々な倫理規範

ニュルンベルグ綱領、ヘルシンキ宣言、

ベルモントレポート、倫理審査委員会な

らびに研究倫理と医療倫理の違いにつ

いて学ぶ。

講義

予習：教科書の該当部分をよく読んでおく（30分）
復習：授業の内容を振り返り、学んだことを再認識
し、理解を深める（180分）

NA00020101-04・
NA00020201-03・
NA00020301-04・
NA00020401-03

富永

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 ファーマシューティカルケアコミュニケーション（2024年度以降入学生） 後藤恵子、井手口直子 南山堂

教科書 ファーマシューティカルケアのための医療コミュニケーション（2023年度までの入学生） 後藤恵子、井手口直子 南山堂

教科書 薬学人のための事例で学ぶ倫理学 有田悦子、足立智孝 南江堂

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 70% 20% 10%

備考 グループ課題 グループワークの貢献度

【課題に対するフィードバック方法】

グループ課題の総評・解説はTeamsにて共有する。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

富永 佳子 月～金、8:30～18:00（事前連絡が望ましい） 社会薬学研究室（F棟508） y-tominaga@nupals.ac.jp

【その他】

総合で60％以上を合格とする（評価基準の詳細は別途授業中に連絡）。



薬害・医療事故被害者から学ぶ
Drug-induced suffering and medical accidents

授業担当教員 富永 佳子・安藤 昌幸

補助担当教員

区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 0.5単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

A, B1

Cyber-Campus

授業での配布資料

【授業概要】

日本で起こった代表的な薬害を取り上げ、それぞれの事例における社会的背景とともに、被害患者やその家族への影響、その後の医薬品規制の変遷との関係性についても理解を
深める。医療事故・医療過誤の具体例を取り上げ、それぞれの事例における原因や医療現場における状況、患者との関係性に着目し、再発防止のために医療者としてどのような
行動を取るべきかについて考える。同時に、医療者と患者との間のコミュニケーションのあり方を考え、そのために学生である今から実践できることを個々に考え、行動できる
ようになることを目指す。

【実務経験】

（富永）製薬企業（25年以上）において治験に伴う倫理的配慮への対応、部門横断的なプロジェクトチームの統括や海外チームとの協働など多様な関係者とのコミュニケーショ
ンマネジメントの経験、ならびに現場薬剤師向けに面接技法のトレーニングなどを実施してきた経験を活かして指導する（薬剤師、動機づけ面接法、NLPプラクティショナー・
ビジネスコーチの資格保有）。
（安藤）製薬企業研究所（10年以上）において、治験における体内動態解析や承認申請の資料作成・受審プレゼンテーションの経験、ならびに探索研究部門と協働した探索動態
や信頼性保証部門と協働したGLP準拠のtoxicokinetics(TK)などのコラボレーション研究を実施してきた経験を活かして指導する。

【学修項目】

１．代表的な薬害について、その原因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。（知識）
２．代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、説明することができる。（知識・態度）
３．様々な医療事故事例について、患者や家族の苦痛を理解し、説明することができる。（知識・態度）
４．医療者と患者との間のコミュニケ－ションのあり方について説明することができる。（知識）

【授業計画】

回 授業項目 授業内容 授業方式 授業外学習（予習・復習）
学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1
薬害とは、医療事故

とは

薬害と副作用は何が違うのか、医療事故と医療過誤

は何が違うのかを理解する。
講義

予習：シラバスにある授業内容を予め調べて
おく（30分）
復習：授業内容をまとめる（30分）

NA00010304-05・
NA00020301・
NA00030101-
09,51D-55D・
NB00010002

富永

安藤

2
様々な医療事故、裁

判事例

グループ内で決めた担当医療事故CASEの資料を読
んでおき、授業内ではSGDを行う。セッション-1で
は同じCASEを視聴したメンバー同士で討議し、セ
ッション-2では本来グループ（異なるCASEを視聴
したメンバー同士）で担当CASEをそれぞれ紹介し
た後、共通点や異なる点について討議する。

グループワ

ーク・課題

予習：担当CASEについて資料を読むととも
に、必要に応じて関連情報を収集し、ワーク

シートの問について準備しておく。（140分）
復習：担当CASEについてあらためてWSを整
理した上で、各グループチャネルで相互に共

有する。（160分）

NA00010304-
05,07・
NA00030101-
09,51D-55D・
NB00010002

富永

安藤

3 様々な薬害の事例

グループ内で決めた担当薬害CASEの資料を読み、
DVDを視聴しておき、授業内ではSGDを行う。セ
ッション-1では同じCASEを視聴したメンバー同士
で討議し、セッション-2では本来グループ（異なる
CASEを視聴したメンバー同士）で担当CASEをそれ
ぞれ紹介した後、共通点や異なる点について討議す

る。

グループワ

ーク・課題

予習：担当CASEについて資料を読み、DVD
を視聴するとともに、必要に応じて関連情報

を収集し、ワークシートの問について準備し

ておく。（140分）
復習：担当CASEについてあらためてWSを整
理した上で、各グループチャネルで相互に共

有する。（160分）

NA00010304-
05,07・
NA00030101-
09,51D-55D・
NB00010002

富永

安藤

4 全体の振り返り 本授業を通じて学んだことを振り返る。 講義
復習：全体を整理し、最終レポートを作成す
る（220分）

NA00010304-
05,07・
NA00030101-
09,51D-55D・
NB00010002

富永

安藤

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 知っておきたい薬害の教訓 (社) 医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス財団 薬事日報社

参考書 医療事故の舞台裏ー25のケースから学ぶ日常診療の心得 長野展久 医学書院

その他 薬害教育DVDシリーズ「温故知新～薬剤から学ぶ～」 (社) 医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス財団 薬事日報社

その他 映像で学ぶ薬害シリーズ「薬害の知識と教訓」 (社) 医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス財団 薬事日報社

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーション試

験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 70% 10% 20%

備考
授業の最後に提出するレポ

ート

グループワークでの貢

献度
担当CASE提出

【課題に対するフィードバック方法】

グループプロダクトの採点結果は第４回授業で返却し、総評・解説を行う。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

富永 佳子 月～金、8:30～18:00（事前連絡が望ましい） 社会薬学研究室（F棟508） y-tominaga@nupals.ac.jp

安藤 昌幸 月～金　10:00～18:00　時間外も随時可 薬学教育センター（F棟B101） ando@nupals.ac.jp

【その他】

総合で60％以上を合格とする（評価基準の詳細は別途授業中に連絡）。



社会貢献活動
Community Activities

授業担当教員 久保田 隆廣・阿部 学・冨塚 江利子

補助担当教員
安藤 昌幸・高津 徳行・富永 佳子・大貫 敏男・佐藤 浩二・竹野 孝
慶・宮下 しずか・元井 優太朗・笹木 睦子・関川 由美

区分 必修

年次・学期
1年次 後期～4年次通
年

単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

B

Cyber-Campus

授業関連資料

【授業概要】

患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。

【実務経験】

久保田：病院や企業における多種多様な業務経験を生かし、患者や他職種との信頼関係を構築するための学び環境を提供する。
阿部：病院に12年間、薬局に約3年間勤務した経験を持つ。実務経験を活かし薬剤師が地域で行っている社会貢献活動について学ぶ環境を提供する。
竹野：約10年間の病院薬剤師としての経験を活かし、他者との信頼関係を築くための助言を行うとともに、社会貢献の重要性を学べる環境を提供する。
宮下：保険薬局、病院薬剤師としての8年間の勤務経験をもとに、社会貢献の重要性を学ぶ環境を提供する。

【学修項目】

（１）常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい態度で行動する。
（２）患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感を持つ。
（３）チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し行動する。
（４）患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。
（５）薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について説明できる。
（６） 健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明できる。
（７）患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。
（８）知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱いができる。
（９）意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。
（１０）言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。
（１１）相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明できる。
（１２）対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。
（１３）相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。
（１４）自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。
（１５）適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努める。
（１６）適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。
（１７）他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。
（１８）医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。
（１９）必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。
（２０）得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやすく表現できる。
（２１）生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明できる。
（２２）生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。
（２３）薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルとなるように努める。
（２４）後輩等への適切な指導を実践する。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容 授業方式 授業外学習（予習・復習）
学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当教

員

1~2 オリエンテーション
病院ボランティア活動ほかの社会

貢献活動に参加するうえでの事前

講義

講義・実習

復習：病院ボランティア活動ほかの社

会貢献活動に参加するうえでの注意事

項（30分）

RB00010101-04・
RB00020101-03・
RB00030101-05

NA00010101-03・
NA00010201-02,06・
NA00020301,04・
NA00030101-09,51D-55D・
NA00050101,03-04・
NA00050301-02・
NA00050401-02

久保田

阿部

冨塚

宮下

元井

笹木

3~15
病院ボランティアほかの

社会貢献に帰するさまざ

まな活動

病院内の案内、受診手続きの手助

けなどの病院ボランティア活動の

ほか、社会貢献に帰する多種多様

な活動をおこなう。

実習・

SGD・フィ
ールドワー

ク・グルー

プワーク・

PBL

予習：活動内容に関する把握
施設部署や関係者の把握（30分）
復習：活動行動を通じて気付いた内容
を振り返る（60分）

RB00010101-04・
RB00020101-03・
RB00030101-05

NA00010101-03・
NA00010201-02,06・
NA00020301,04・
NA00030101-09,51D-55D・
NA00050101,03-04・
NA00050301-02・
NA00050401-02

久保田

阿部

冨塚

安藤

高津

富永

大貫

佐藤

竹野

宮下

元井

笹木

関川

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

その他 授業関連資料

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーション

試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 40% 60%

備考
活動行動を通じて気付い

た内容を報告

活動行動に関する自己お

よび相互評価

【課題に対するフィードバック方法】

レポート内容を評価した後に返却する。



【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

久保田 隆廣 平日：12:10 - 13:10 生物薬剤学（Ｆ棟１階・F103a） tkubota@nupals.ac.jp

阿部 学 月～金　16:00～19:00（事前に連絡をください） 臨床薬学教育研究センター（C棟206） abe@nupals.ac.jp

冨塚 江利子 月～金　9:00～18:00　時間外も随時可 衛生化学研究室（F503） tomitsuka@nupals.ac.jp

安藤 昌幸 月～金　10:00～18:00　時間外も随時可 薬学教育センター（F棟B101） ando@nupals.ac.jp

高津 徳行 月17:00～19:00　除：教授会開催日　火～金　18:30～19:30 薬学教育センター（F棟B101a） takatsu@nupals.ac.jp

富永 佳子 月～金、8:30～18:00（事前連絡が望ましい） 社会薬学研究室（F棟508） y-tominaga@nupals.ac.jp

大貫 敏男 月～金 10:40～17:30 薬学教育センター（F棟B101） ohnuki@nupals.ac.jp

佐藤 浩二 月～金　17:00～19:00　時間外も随時可 衛生化学研究室（F棟503b） ksato@nupals.ac.jp

竹野 孝慶 月～金　12:00～17:00　時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟206） takeno@nupals.ac.jp

宮下 しずか 月～金　13:00～18:00　時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟206） miyashita@nupals.ac.jp

元井 優太朗 平日　9:00～17:00（事前にメール等で連絡をください） 生物薬剤学研究室（F棟 103d） motoi@nupals.ac.jp

笹木 睦子 月～金9:00-18:00 薬学教育センター（F棟FB101） mtanaka@nupals.ac.jp

関川 由美 月～金 10:00～18:00 薬学教育センター（F棟B101） sekigawa@nupals.ac.jp

【その他】

各評価項目の合計が 60% 以上で合格



早期体験学習II
Early Exposure to Pharmacy Practice Ⅱ

授業担当教員
富永 佳子・朝倉 俊成・浅田 真一・齊藤 幹央・坂爪 重明・阿部
学・磯邉 浩和・永野 大輔

補助担当教員 竹野 孝慶・宮下 しずか
区分 必修

年次・学期 2年次 前期 単位数 1単位

薬学部
薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

A

Cyber-Campus

授業での配布資料

【授業概要】

将来医療を担う薬学生として、患者の中で多くの割合を占める高齢者の生活場所や心身状態について理解を深める。
様々な立場（高齢者、妊婦、視覚障害者、四肢障害者など）の人達の日常生活動作を疑似体験することによって、医療者に求められる技能や態度について学生ひとり一人が自ら
の目標を意識できるようにする。

【実務経験】

（朝倉）20余年の病院薬剤師経験をもとに、薬剤師業務、医療人としての態度について指導・助言する。
（阿部）病院に12年間、薬局に約3年間勤務した経験を持つ。実務経験をもとに本科目の「不自由体験」を通して、患者に対し配慮するポイントに気づくための助言をする。
（齊藤）病院・薬局薬剤師として約16年間の臨床経験をもとに良き薬剤師を目指す志しを芽生えさせるための指導・助言をする。
（坂爪）病院薬剤師経験29年の実務経験をもとに薬剤師として持つべき基本的な考え方について指導する。
（宮下）病院・保険薬局に約8年間勤務した経験を基に、薬剤師業務に関する指導・助言を行う。
（磯邉）約15年病院薬剤師の実務経験、臨床経験をもとに現場で必要となる知識、技能を指導する。
（永野）病院。薬局での実務経験を基に薬剤師業務について指導、助言を行う。
（竹野）約10年間の病院薬剤師としての経験を活かし、医療従事者に求められる技能や態度について指導・助言を行う。

【学修項目】

地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を意識する。患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1~3
オリエンテーション

高齢者の特徴

高齢者の特徴（身体面、精神面など）、高
齢者の生活の場、高齢者の生活を支える

ために必要なサポートについて調べ、グ

ループ内で意見交換し、クラス内でも共

有する。

講義・

SGD

予習：1年次のフレッシャーズセミナーや、早期体験
学習１で学んだ内容を振り返る（90分）
復習：授業で討議した内容を振り返り、理解を深める
（180分）

RB00010101,03・
RB00010201-02・
RB00020101-03・
RB00030101

NA00010101-
02・
NA00030101-09

富永

浅田

磯邉

4~6

認知症患者・家族へ

のかかわり方

ジョンセンの4分割
表を用いた事例検討

の方法

認知症サポーター養成講座（全国キャラ

バンメイト連絡協議会による）を受け、
認知症の症状やかかわり方について理解

を深める。

ジョンセンの四分割表を用いた事例検討

の手法について学び、第10～12回授業で
のグループ討議に向けた動画教材「総合

的に患者・生活者をみる姿勢」を用いた

事前準備について確認する。

講義・

SGD・
発表

予習：高齢者の行動や習慣などの特徴を調べておく

（90分）
復習：動画教材を視聴し、所定のワークシートに沿っ
て第10～12回授業の準備を行う（90分）

RB00010101,03・
RB00010201-02・
RB00020101-03・
RB00030101

NA00030101-
09・
NA00030201-02

富永

浅田

磯邉

外部

講師

7~9 不自由体験
高齢者、妊婦、視覚障害者、四肢障害者

の日常生活動作を疑似体験する。

実技・

課題

予習：高齢者や妊婦、視覚障害者、四肢障害者の身体
的・精神的特徴を元に調査した高齢者の生活場所と、

その生活様式から行動を予測しておく（135分）
復習：不自由体験で気付いた内容を振り返り、理解を

深める（135分）

RB00010101,03・
RB00010201-02・
RB00020101-03・
RB00030101

NA00010101-
02・
NA00030201

坂爪

朝倉

阿部

齊藤

永野

磯邉

竹野

宮下

10~12

動画教材「総合的に

患者・生活者をみる

姿勢」を用いた事例

検討

予め動画教材を視聴し、準備してきた個

人ワークシートをもとに、グループ討議

を行ない、クラス内で共有する。

講義・

SGD・
討論・

課題

予習：動画教材を視聴し、所定のワークシートに沿っ
て第10～12回授業の準備を行う（90分）
復習：認知症患者の生活にどのように寄り添えるか気
付いた内容を振り返り、理解を深める（270分）

RB00010101,03・
RB00010201・
RB00020101-03・
RB00030101

NA00010101-
02・
NA00030101-
09・
NA00030201-02

富永

浅田

磯邉

13~15
授業全体を通じた学

習のまとめと発表

授業全体を通じた学びについてグループ

で討議し、プロダクトを作成して、発表

する。

発表・

討論

復習：授業で討議した内容を振り返り、まとめ、理解
を深める（270分）

RK00090100・
RK00090300

NA00010101-
02・
NA00030101-09

富永

坂爪

朝倉

浅田

阿部

齊藤

永野

磯邉

竹野

宮下

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 ファーマシューティカルケアのための医療コミュニケーション
日本ファーマシューティカルコミュニケーション学会 監修
後藤恵子・井出口直子 編

南山堂

参考書 薬学人のための事例で学ぶ倫理学 有田悦子・足立智考 編 南江堂

その他 配布プリント

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーション

試験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 60% 40%

備考

クラス共有時の積極性（発表、質

問）、グループ内ピア評価などをも
とに算出

【課題に対するフィードバック方法】

プロタクトについて、随時フィードバックする。



【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

富永 佳子 月～金、8:30～18:00（事前連絡が望ましい） 社会薬学研究室（F棟508） y-tominaga@nupals.ac.jp

朝倉 俊成 月～金 13～19時(事前にメールで連絡してください） 臨床薬学教育研究センター(C棟202) asakura@nupals.ac.jp

浅田 真一 月曜日〜金曜日　12:10〜12:45 その他Teamsのchatで随時連絡可 薬学教育センター（F棟地下1階　FB101) asada@nupals.ac.jp

齊藤 幹央 月～金　17:00～19:00　時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟203） saitom@nupals.ac.jp

坂爪 重明 月～金　13:00～17:00　時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟205） sakazume@nupals.ac.jp

阿部 学 月～金　16:00～19:00（事前に連絡をください） 臨床薬学教育研究センター（C棟206） abe@nupals.ac.jp

磯邉 浩和 月～金 11～17時 (事前に連絡をお願いします） 臨床薬学教育研究センター（C棟204） isobe@nupals.ac.jp

永野 大輔 月-金10:00-17:00(メールかチャットで事前に連絡をください。) 臨床薬学教育研究センター(C棟C204号室) nagano@nupals.ac.jp

竹野 孝慶 月～金　12:00～17:00　時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟206） takeno@nupals.ac.jp

宮下 しずか 月～金　13:00～18:00　時間外も随時可 臨床薬学教育研究センター（C棟206） miyashita@nupals.ac.jp

【その他】

総合で60％以上を合格とする（評価基準の詳細は別途授業中に連絡）。原則すべての授業回の出席を必須とするが、やむを得ず欠席した場合には後日別途開催する授業を受講する
こと。



学術英語
Academic English I

授業担当教員 高橋 康浩

補助担当教員

区分 選択

年次・学期 2年次 通年 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

B1,K

Cyber-Campus

【授業概要】

学術交流の手段としての英語運用能力及びアカデミック・スキルの涵養を目的とする。主として、英語文献の講読を通してアカデミック・スキルの習得を図る。 

【学修項目】

１）英和辞書を有効に活用できる。２）英文法参考書を有効に活用できる。３）文の叙述関係・修飾関係を説明できる。４）文が表す意味を説明できる。５）文章の主題および
大意 を説明できる。６）文章の構成および論理構造を説明できる。７）文章の要点を大意を損なわない形で簡潔に述べることができる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容
授業方

式
授業外学習（予習・復習）

学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1 ガイダンス
授業のやり方の説明。プリ

ントでの学習。

講義・

演習

復習：授業で取り扱った内容（90
分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

2 テキスト学習 unit1の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RB00020101・
RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

3 テキスト学習 unit1の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

4 テキスト学習 unit3の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

5 テキスト学習 unit4の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

6 テキスト学習 unit5の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

7 テキスト学習 unit6の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

8 テキスト学習 unit7の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

9 テキスト学習 unit8の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

10 テキスト学習 unit9の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

11 テキスト学習 unit10の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

12 テキスト学習 unit11の学習
講義・

演習

予習：語彙、発音、読解（45分）
復習：授業で取り扱った内容（45
分）

RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・RK00030500

NJ00030101-02,51D-63D・
NJ00030201-04,51D-57D・
NJ00030451D-56D・NJ00030551D-53D

高橋

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 Learning of Practical Grammar from VOA English Itomi Maruyama, Yuri Okunishi, Ian Nakamura EIHOSHA

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 60% 40%

備考 授業の参加態度

【課題に対するフィードバック方法】

プライバシーに配慮して模範答案を公開することもある。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

高橋 康浩 授業前後 非常勤講師室（A棟209）



【その他】

・履修要件：原則として、入学以降に受験した英検IBAのベストスコアが850点以上。
・英和辞書を持ってくること。電子辞書も可。定期試験時はスマホ等の携帯電話は不可。 
・十全に予習をした上で授業に臨むこと。 
・テキストの英文は比較的平易であるので、授業での進捗状況をみて、さらにスピードアップしていくことがある。
・授業中の受講者による発問や応答は評価する。また、準備不足の場合でも、辞書を素早く使用して、不完全であってもなにがしかの応答をすることが極めて重要である。予定
どおりに行かない事態に即座に対応できるような、臨機応変さを養うこと。
・成績評価については、合計が60%以上で合格とする。



プログラミング基礎
Basic Programming

授業担当教員 浅田 真一・星名 賢之助・井坂 修久

補助担当教員

区分 選択

年次・学期 2年次 通年 単位数 2単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

J2

Cyber-Campus

授業資料他

【授業概要】

仕事や業務のほとんどは、（勉強も含めて）あらかじめ(pro-)計画を立てて実行する。この計画における各手続きをいかに効率良く組む(記述する=gram)かが、仕事業務全体の達
成効率を大きく左右することになる。本演習では、コンピュータープログラミングを学びのツールとして、ものごとを順序立てて考える思考力を身につけ、問題を解決に導く手順
を見出す力を身に着けることを目的としている。
なお、PCのプログラミングはPython３を利用します。各自のPC（Win/Macいずれも可）へのインストール方法などについては授業中（または授業直前）に指示します。

【学修項目】

人が行う作業や行動などが、ひとつひとつの手順や判断が組み合わさったものであることを例をもとに説明でき、そのシミュレーションを行うことができるとともに、コンピュー
タープログラミングで一部をシミュレートできるようになる

【授業計画】

回 授業項目 授業内容 授業方式 授業外学習（予習・復習）
学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

1~5 プロセス化

作業はプロセスと判断の組み合わせからなること

を身近な例をもとに学ぶ

プロセスを図（フローチャート）としてあらわす
意味とその手法について学ぶ

演算を論理的に取り扱う論理式について学ぶ

数学演算処理をプログラミングする手法について

学ぶ

講義・演

習

予習：あらかじめ授業に関するアンケート
に答えておくこと（10分）
復習：授業後に出される課題を実施するこ
と。（600分）

RK00210000
NJ00210051D-
57D

浅田

井坂

星名

6~10
プログラミングを用い

た演習１

文字列の演算処理について学ぶ

連想配列（配列変数）の取り扱いを学ぶ
ファイル入出力について学ぶ

GUIの使用方法について学ぶ
著作権フリーの英和対応単語データベースを用い

て英和辞書を作成する

講義・演

習・課題

復習：課題として出されるプログラムを完
成させること（450分）

RK00210000
NJ00210057D-
58D

浅田

井坂

星名

11~15
プログラミングを用い

た演習２

ヒト遺伝子情報データベースから特定の配列情報

を取り出すプログラムの作成など、データを取り

扱うプログラムを作成する

講義・演

習・課題

復習：最終課題を完成させること（1040
分）

RK00210000 NJ00210058D
浅田

井坂

星名

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

その他 プリント他

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験
シミュレーション試

験
技能試験 その他の試験 レポート

観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 30% 70%

備考
授業中の課題への取り組み態度

など
課題内容

【課題に対するフィードバック方法】

各授業回に作業状況を見ながらコメントをします。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

浅田 真一 月曜日〜金曜日　12:10〜12:45 その他Teamsのchatで随時連絡可 薬学教育センター（F棟地下1階　FB101) asada@nupals.ac.jp

星名 賢之助 月～木 15:00-18:00 薬品物理化学研究室（F棟302a） hoshina@nupals.ac.jp

井坂 修久 月曜日〜金曜日（10:00〜17:00） 生体分子化学研究室（E403a） isaka@nupals.ac.jp

【その他】

9月中の3日間、各１～5限での実施を予定しています。
万一、他の授業の臨時の補講などが重なった場合には別途授業時間を取ります。
原則としてプログラミング初級者向け授業ですので、すでにプログラミングの経験が豊富、プログラミングスキルを持っている（「Python3エンジニア認定」などの資格取得者）
場合は履修対象外とします。ただし、「ITパスポート試験」など、プログラミングの知識がほとんど不要で取得できる資格のみを取得している場合は本授業科目の履修対象者で
す。



大学商品開発社会実践演習Ⅰ
University product development practice exercise

授業担当教員

補助担当教員

区分 選択

年次・学期 2年次 通年 単位数 2単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

D1,F2,J

Cyber-Campus

授業資料等

【授業概要】

商品開発の基礎について講義し、大学独自のブランド商品の企画開発を体験することで、実社会で行われている商品開発の実態について、体験させる。また、商品の製造について
講義、体験させ、安全な食品を製造するに必要なことがなにかを実感させる。また、商品の販売、マーケティングに必要なことを、講義、体験させ、可能ならば販売を行うこと
で、自分たちが開発した商品が、どのように消費者に受け入れられるかを体験させる

【実務経験】

担当教員松本は、食品企業において、食品の研究業務を１９年間、商品開発業務を7年間従事した経験を活かして、新商品の企画立案、商品開発、マーケティングについて指導す
る。

【学修項目】

健康的な生活とは何かについて概説できる、嗜好品が健康に及ぼす影響について説明できる、社会調査の方法について説明できる、新潟の食文化の地域特性と歴史的背景につい
て概説できる、三大栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明できる、各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる、食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明で
きる、三大栄養素以外の食品成分（食物繊維、抗酸化物質など）の機能について説明できる、 炭水化物・タンパク質が変質する機構について説明できる、食品の変質を防ぐ方法
（保存法）を説明できる、代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる、特別用途食品と保健機能食品について説明できる、食品衛生に関する法的規制に
ついて説明できる、市場調査の手法について説明できる、マーケティングの目的や評価の概念を説明できる、「ものづくり」の概念を説明できる、商品コンセプトの構築方法につ
いて説明できる、主要な食品原料や素材を説明できる、主要な食品加工法を説明できる、商品の規格や仕様の決め方を説明できる、食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わり
について討議する、薬食同源を実体験として説明できる、研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができる、食品を通して経済・社会環境への関心度が高
まる、ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを用いることができる、油脂が変敗する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる、目的に応じて適切なプレ
ゼンテーションを構成できる、目的、場所、相手に応じた、わかりやすい資料を作成できる、効果的なプレゼンテーションを行う工夫をする、質問に対して的確な応答ができる、
他者のプレゼンテーションに対して、優れた点および改良点を指摘できる、施設内で衛生的な手洗、スタンダードプリコーションを実施する、衛生的な手洗い、スタンダードプリ
コーションを実施できる。
大学独自のブランド商品の開発・製造・販売を行うことで、「人々の健康の増進」・「環境の保全」・「地域社会の発展」への貢献を実践し、各学部学科で学んでいる学修内容の重要
性を理解する。
知識・理解：商品開発に必要な項目につい学び、体験する。すなわちマーケット調査、商品試作、法規チェック、食品表示作成、健康表示、強調表示、栄養成分表示、コスト試算
などについての方法を説明できる。衛生的な食品の製造について、工場の問題点を指摘できる。市場調査の手法について説明できる。マーケティングの目的や評価の概念を説明で
きる。商品コンセプトの構築方法について説明できる。食品原料や素材のチェックすべき項目について説明できる。
思考・判断：消費者が、購買意欲をもつであろう商品を企画できる。また、消費者調査に基づき、その商品を改善し、個人の思い込みやこだわりから脱却して、よりブラッシュア
ップされた商品を提案できる。
関心・意欲・態度：自分のアイディアを具現化した商品を販売することで、社会の一員としての実感をもつ。製品製造会社、パッケージ製造会社、ラベル製造会社、販売会社、な
どの関連するパートナーに対して、責任をもった行動がとれる。
技能・表現：データに基づいた商品コンセプトを策定できる。関係者に対して、理論的かつ、データの裏付けのある説明をすることで、自分のアイディアを納得させることができ
る。関係者に対して、説得力のあるプレゼンテーションを作成できる。目的、場所、相手に応じた、わかりやすい資料を作成できる。質問に対して的確な回答ができる。他者のプ
レゼンテーションに対して、優れた点および改良点を指摘できる。製造標準書が作成できる。原料について、適切なものかどうか判断できる。アレルギーコンタミについて、適切
な判断ができる。衛生的な作業標準書が作成できる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容 授業方式 授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1

オリエンテーシ

ョン

チーム編成、商

品戦略策定と、

既存商品のコン

セプト解析

・授業の目的の説明と理解、スケジュール

とゴールについて説明する。

・チーム編成を行う。

・キーワードによって、自分たちの強み、

弱みを分析し、イメージの明文化「新潟」

「薬科大学」「薬学部」「応用生命科学科」

「生命産業創造学科」を行う。

・商品のターゲットとなる消費者層、販売

ルート、価格帯、生産量などの商品戦略を

立案する。

・「トマトスープになっちゃったの っぺ」に
ついて再解析し、改善すべき点、より伸ば

すべき点について議論する。

講義・

SGD

予習：あらかじめ「ブランド商品」とは何か
について調査し、資料としてまとめておく

（90分）
復習：授業内容のまとめの作成（90分）

RK00260000
ND01030101,03-04・
NJ00100151D-52D,54D・
NZ00000001

2~3
商品コンセプト

の作成

・新潟薬科大学のオリジナル商品につい

て、ブレインストーミングを行い、アイディ

ア出しを行う

・発案したアイディアの中から取捨選択を

して、数個の実現可能性があり、差別性が

見込め、消費者が受け入れやすいものを選

抜する。

・商品コンセプトという形にまとめる

・必要に応じて、消費者調査を行う

講義・

SGD

予習：商品の原案をまとめ、事前にグループ
内で提案書を作製する（270分）
復習：検討した商品について既製品の特徴等
についてまとめる(（90分）

RK00260000 ND01030207・NZ00000001

4 試作 その１
作成したコンセプトに沿った商品の試作を

行う。満足するレベルの商品になるまで、

試作を繰り返す。

演習・

SGD・実
験

予習：あらかじめレシピをグループで検討
し、必要な食材を準備する（270分）
復習：試食の結果をまとめ、改善点をまとめ
ておく（90分）

RK00260000

ND01030101,03-04・
ND01030201-03,05-07・
NJ00100151D,54D・
NZ00000001

5
レシピの再検討

消費者調査

最終的に作成したレシピが、コンセプト、

ターゲットにあっているか。工場での製造

が可能か。原料の調達が可能か。ターゲッ

トとする価格帯での販売が可能かを再確認

する。

演習・

SGD

予習：あらかじめレシピをグループで検討し
ておく（270分）
復習：検討したレシピをまとめておく（60分）

RK00260000

ND01030101,03-04・
ND01030201-02,04-07,31A・
NJ00100151D,53D-54D・
NZ00000001

非常

勤講

師

6
試作その２・商
品化1

検討したレシピでの工場試作を依頼する。

試作品について、試食し、商品を確定す

る。

演習・

SGD・実
験

予習：グループ単位、個人単位で大学・自宅
で試作を繰り返し、最終レシピを確定させ、

食材を準備する（120分）
復習：試食の結果をまとめ、改善点をまとめ
ておく（60分）

RK00260000
ND01030101,03-04,06・
ND01030201-03,05・
NZ00000001

7
食品安全マネジ

メント

商品化2

・製造所からの提案や試作品を元に最終製

品化への調整を行う。

講義・演

習・実験

予習：前回の試作結果を再度確認し、確認ポ
イントをまとめておく（120分）
復習：最終決定に向けた変更点などをまとめ
ておく（60分）

RK00250000

ND01030101-02・
ND01030201-05,07・
ND01030302・
NF00020605,12・NZ00000001

8 製品化の準備

第2次グループ（チーム)編成決定する。
商品化の流れの確認する。

商品コンセプトを基にした商品化の手順と

実施内容の概要を検討する。

講義・演

習・実験

予習：前回の試作結果を再度確認し、確認ポ

イントをまとめておく（120分）
復習：最終製品としての特鋼をまとめておく
（60分）

RK00260000 NZ00000001



回 授業項目 授業内容 授業方式 授業外学習（予習・復習）
学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

9

工場インスペク

ション

製品化作業その

１

担当内容ごとに以下について実施する。

・パッケージデザインの作成（PCの技術習
得を含む）

・ポスター、ちらしのイメージ原案

演習・

SGD

予習：担当内容の具体的な内容について調
査・検討を行い、まとめ、あらかじめグルー

プ内で提案の打ち合わせをしておく。（180
分）

復習：他の担当者向けのまとめ資料を作成す
る。（90分）

RK00260000 NJ00080203-04・NZ00000001

10
製品化作業その

2
製造工程検査

・・パッケージデザインの作成（PCの技術
習得を含む）確定
・ポスター、ちらしの確定

・製造プロセスの検査

演習・

SGD

予習：担当内容の具体的な内容について調
査・検討を行い、まとめ、あらかじめグルー

プ内で提案の打ち合わせをしておく。（180
分）
復習：他の担当者向けのまとめ資料を作成す
る。（90分）

RK00260000
NJ00080201-04・
NJ00250061D-78D・
NZ00000001

11 出荷前最終作業
・パッケージング作業

・検収と出荷前検査

演習・

SGD

予習：商品検査の手順をあらかじめ検討して
おく（120分）
復習：実施した内容とその結果をまとめてお

く（60分）

RK00260000 NZ00000001

12 発表・報告
・学会や食品見本市などで発表・説明する

とともに、PowerPointとして発表データと
してまとめる。

演習・

SGD・発
表・討論

予習：実施した内容を発表用にまとめておく
（180分）
復習：実施した内容についてまとめ、レポー
トを作成する（360分）

RK00260000
NJ00090101・NJ00090301-
05・NZ00000001

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 食品開発の進め方 岩田 直樹 幸書房

参考書 缶・びん詰 レトルト食品のすべて (社)日本缶詰協会 編 日本食料新聞社

参考書 テキスト経営学-基礎から最新の理論まで【第3版】 井原 久光 ミネルヴァ書房

参考書 コンセプトの作り方 山田 壮夫 朝日新聞出版

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 20% 60% 20%

備考 発表内容等

【課題に対するフィードバック方法】

授業中に順番にコメントを行います。また、最終レポートについてはコメントを本人に返却します。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

【その他】

・本科目は、西暦の偶数年度開講予定です。（隔年開講科目です）（2025年度は非開講）
・大学商品開発社会実践演習Ⅱとセットでの履修を推奨します。（どちらから先に受講しても構いません）
・グループワークは対面で行いますが、Microsoft Teamsを用いた連絡も行います。
・外部の商店やイベントスケジュールにより、時間割には未記載の日程で授業が行われることがあります。（詳細についてはオリエンテーションを聞いてください）
・主に土曜日および夏季・冬季休暇期間中に授業を行います。
・履修には原則として前年度のGPA1.1以上の学生に限ります。
・定員は各学科5名程度、合計15名とし、申し込み者が定員数を上回った場合、面談により受講意志を確認の上、抽選方式との組み合わせにより受講者を選抜することがありま
す。
・3学科全ての所属学生がそろわなかった場合、開講しないことがあります。
・関連科目：＜薬学部＞「栄養の摂取と代謝」（薬 専基必②）、「地域におけるボランティア活動」（薬 専臨必①～④）、「食品の安全管理」（薬 専衛選④）＜応用生命科学部＞「キ
ャリア形成実践演習」(応/生教必 ①～③)、「食品開発論」（応 食専必/他選②）、「食品製造学」（応 食専必/他選③）、「ブランド構築論」（生 教選②）、「地域活性化フィールドワー
クⅠ・Ⅱ」（生 専必②）、「経営管理論」（生 専必②）
・開発した商品が販売に至らない場合もあります。



アロマセラピー
Aromatherapy

授業担当教員 飯村 菜穂子

補助担当教員

区分 選択

年次・学期 2年次 通年 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

B, C

Cyber-Campus

講義資料

【授業概要】

エッセンシャルオイルを利用したプライマリーケア（予防医学）をはじめ、医療現場等で活用されているアロマセラピーの基礎知識を身につけ、薬学的知識と技術を応用しなが
ら、人間が本来持つ感覚や自然治癒力を呼び起こし、日常生活を健康で豊かなものとしてくれるアロマセラピーを安全に実践できる知識、技能として幅広く学ぶ。

【学修項目】

アロマセラピーには、人間が本来持つ感覚や自然治癒力を呼び起こしてくれる作用があり、また日常生活を健康で豊かな生活を送るために、エッセンシャルオイルを利用したプラ
イマリーケア（予防医学）として大変注目されています。セルフメディケーションの時代を迎え，薬物療法だけでなく，薬学的知識と技術を活用したアロマセラピーやメディカル
ハーブなどの相補・補完療法もバランスよく提案できる知識、技能を身につけ、活用できることを目標とします。
日常生活を健康で豊かな生活を送るために、エッセンシャルオイルを利用したプライマリーケア（予防医学）として大変注目度が高く、また人間が本来持つ感覚や自然治癒力を呼
び起こす作用をもつアロマセラピーについて総合的に学び、セルフメディケーションの時代において薬学的知識と組み合わせたアロマセラピーの基礎的な理論や精油の特徴を修得
し、人々の生活や医療現場で適正に活用できるようになることを目標としています。
知識・理解：1.植物と精油の関係を説明できる。2．精油の名称を列挙できる。３．精油とその作用について説明できる。4．精油の抽出法と香りの特徴について説明できる。
４．精油の使用法について説明できる。５．精油の安全性について説明できる。６．精油の人体への影響を説明できる。7.アロマセラピーに関係する法令について説明できる。
思考・判断：
1.アロマセラピーの基礎知識を健康やスキンケアに役立てるための具体的な手法を述べることができる。2.自分のタイプにあった精油の選択ができる。3.香りのもつイメージを感
じることができる。4.対象者の症状や体質に応じて、適切な精油を選択することができる。5.人々の生活や医療現場等において、アロマセラピーの応用・利用について具体的に述
べることができる。
関心・意欲・態度：
1.予防医学の一環として、アロマセラピを学び、修得することで、健康維持や増進だけでなく、予防医学への関心も高める。2.アロマセラピーを学ぶことで近代・西洋医学と相
補・代替療法のいずれも視野に入れた患者中心の医療である統合医療にも関心をもつ。3.現代社会における生活や健康に関する諸問題にアロマセラピーがどのように応用、利用で
きるかについて述べることができる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容 授業方式 授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1 アロマセラピー概論
エッセンシャルオイルとアロ

マセラピー
講義

予習：教科書の関連するところを読んでおく。（90
分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連
ページをもう一度読み、理解を深めておくこと。

（90分）

RC00050202
NC05010103,31A
・NC07010301・
NC07011551D

飯村

2 香りの歴史
香り、アロマセラピーの歴史

を知る
講義

予習：教科書の関連するところを読んでおく。（90
分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連

ページをもう一度読み、理解を深めておくこと。

（90分）

RK00010000・
RK00020100・
RK00020300・
RK00020400

NC05010131A・
NC05020403,34A

飯村

3
エッセンシャルオイル

の成分

エッセンシャルオイルと植物

との関係

エッセンシャルオイルの基礎

化学

香りのイメージと特徴

講義

予習：教科書の関連するところを読んでおくこ
と。私達の生活に比較的身近にある精油について

１つ選択し、調べておくこと。（90分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連
ページをもう一度読み、理解をふかめておくこ

と。（90分）

RC00050202
NC05020103・
NC05020403

飯村

4
エッセンシャルオイル

の活用

香りのイメージと特徴

現代における活用法
講義

予習：教科書の関連するところを読んでおくこ
と。（90分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連

ページをもう一度読み、理解をふかめておくこ

と。（90分）

RC00050202 NC05020403 飯村

5
エッセンシャルオイル

の作用機序

エッセンシャルオイルはどの

ように働くか
講義

予習：教科書の関連するところを読んでおくこ
と。（90分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連
ページをもう一度読み、理解をふかめておくこ

と。（90分）

RC00050202・
RC00070201-02・
RC00070301-02・
RC00070501-02・
RC00071101-02

NC05020103 飯村

6
エッセンシャルオイル

と抗菌との関係

エッセンシャルオイルと抗菌

作用
講義

予習：教科書の関連するところを読んでおく。
（90分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連

ページをもう一度読み、理解をふかめておくこ

と。（90分）

RC00050202 NC05020403 飯村

7 香りのメカニズム 香りが人体に与える影響 講義

予習：教科書の関連するところを読んでおく。（90
分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連
ページをもう一度読み、理解をふかめておくこ

と。（90分）

RC00070501-02
NC07010601・
NC07011301・
NC07011551D

飯村

8
エッセンシャルオイル

の抽出・保存

エッセンシャルオイルの抽出

法・保存方法
講義

予習：教科書の関連するところを読んでおくこ
と。（90分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連
ページをもう一度読み、理解をふかめておくこ

と。（90分）

RC00050202 NC05020301 飯村

9

エッセンシャルオイル

の特徴

エッセンシャルオイル

のブレンド

エッセンシャルオイルのブレ

ンド法
講義

予習：教科書の関連するところを読んでおくこ
と。（90分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連
ページをもう一度読み、理解をふかめておくこ

と。（90分）

RC00050202 NC05020403,32A 飯村

10

エッセンシャルオイル

の安全性

アロマセラピーに関す

る法律

エッセンシャルオイルの毒性

と禁忌

アロマセラピーに関する法令

講義

予習：教科書の関連するところを読んでおくこ
と。（90分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連
ページをもう一度読み、理解をふかめておくこ

と。（90分）

RB00040101-03・
RB00040201-03

NB00020101-08・
NC05010302・
NC05020403

飯村

11

ストレスとアロマセラ

ピー

アロマセラピーと統合

ヘルスケア

香りの心理作用

アロマセラピーとリラクゼー

ション

講義

予習：教科書の関連するところを読んでおくこ
と。（90分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連
ページをもう一度読み、理解をふかめておくこ

と。（90分）

RK00020100・
RK00020300・
RK00100100

NC05020403,32A 飯村



回 授業項目 授業内容 授業方式 授業外学習（予習・復習）
学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当

教員

12
クリニカルアロマセラ

ピー

アロマセラピーを医療現場、

介護・福祉現場に活かす

人の健康とアロマセラピー

講義

予習：教科書の関連するところを読んでおくこ
と。（90分）
復習：講義内で配布された資料及び教科書の関連
ページをもう一度読み、理解をふかめておくこ

と。（90分）

RE00030101 NC05020432A 飯村

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

教科書 Aromacoordinator Lesson TEXT BOOK 日本アロマコーディネーター協会 日本アロマコーディネーター協会

教科書 Essential Oil Guide Book 日本アロマコーディネーター協会 日本アロマコーディネーター協会

参考書 クリニカル・アロマテラピー ジェーン・バックル 著 フレグランスジャーナル社

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度
授業への貢献度

その他

割合 100%

備考

【課題に対するフィードバック方法】

演習の解答及び解説は授業内で行う。
学生が独自に作成した予習復習ノート等があり提出した場合にはコメントをつけて返却する。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

飯村 菜穂子 火－木　16:00-18:00 薬学教育センター（F棟B101ｂ） iimura@nupals.ac.jp

【その他】

講義日程をすべて修了し、所定の条件を満たした学生は、アロマコーディネーターライセンス試験の受験ができます。アロマコーディネーターライセンスの取得を希望する学生は
必ず履修してください。アロマコーディネーターライセンス試験の詳細、及びアロマコーディネーターの活動等については、1回目の講義時間内で説明をします。また追加説明が
ある場合には、講義内で適宜説明をします。
アロマコーディネーターを目指している学生への連絡は、Teamsやポータル配信等で適宜公開します。
本科目の成績は、総合で60％以上で合格とします。
アロマセラピーをさらに学びたい学生のための活動を課外的に行う場合があります。希望者に対してTeamsやポータル配信等で適宜連絡をします。



大学商品開発社会実践演習Ⅱ
University product development practice exercise 2

授業担当教員 浅田 真一・重松 亨・中道 眞・松本 均

補助担当教員

区分 選択

年次・学期 2年次 通年 単位数 2単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

D1,F,J

Cyber-Campus

授業資料等

【授業概要】

販売中または新規販売予定の大学独自のブランド商品（レトルト食品）の販売実践を行いながら、次に開発すべき大学独自ブランド商品についての提言を行います。

【実務経験】

担当教員松本は、食品企業において、食品の研究業務を１９年間、商品開発業務を7年間従事した経験を活かして、新商品の企画立案、商品開発、マーケティングについて指導す
る。

【学修項目】

大学独自のブランド商品の開発・製造・販売を行うことで、「人々の健康の増進」・「環境の保全」・「地域社会の発展」への貢献を実践し、各学部学科で学んでいる学修内容の重要
性を理解する。
知識・理解：商品開発に必要な項目につい学び、体験する。すなわちマーケット調査、商品試作、法規チェック、食品表示作成、健康表示、強調表示、栄養成分表示、コスト試算
などについての方法を説明できる。衛生的な食品の製造について、工場の問題点を指摘できる。市場調査の手法について説明できる。マーケティングの目的や評価の概念を説明で
きる。商品コンセプトの構築方法について説明できる。食品原料や素材のチェックすべき項目について説明できる。
思考・判断：市場調査の結果の考察ができる、マーケティングによる消費形態の考察ができる、市場および消費者の求める商品像を指摘できる、「ものづくり」と「ことづくり」
の概念による食品開発の手法を分類できる、商品の生産から販売に係る留意点を指摘できる、商品の市場評価について考察できる、ヒアリングで聞いた内容について判断を入
れ、話し手の本質について推測することができる
関心・意欲・態度：研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができる、食品を通して経済・社会環境への関心度が高まる(
技能・表現：ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを用いることができる、目的に応じて適切なプレゼンテーションを構成できる、目的、場所、相手に応じ
た、わかりやすい資料を作成できる、効果的なプレゼンテーションを行う工夫をする、質問に対して的確な応答ができる、他者のプレゼンテーションに対して、優れた点および改
良点を指摘できる、衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる、集団の中で自らの意見を主張し、折り合いをつけながら協働作業を進めることができる

【授業計画】

回 授業項目 授業内容 授業方式 授業外学習（予習・復習）
学修目標番号
（2024〜）

到達目標番号
（〜2023）

担当
教員

1~2 授業概要とチーム編成

・授業の目的の説明と理解、スケジュール

とゴールについて説明する。

・チーム編成を行う。

・キーワードによって、自分たちの強み、

弱みを分析し、イメージの明文化「新潟」

「薬科大学」「薬学部」「応用生命科学科」

「生命産業創造学科」を行う。

・商品のターゲットとなる消費者層、販売

ルート、価格帯、生産量などの商品戦略を

立案する。

・「トマトスープになっちゃったの っぺ」
について再解析し、改善すべき点、より伸

ばすべき点について議論する。

講義・SGD

予習：あらかじめ「ブランド商品」とは何かに
ついて調査し、資料としてまとめておく（90
分）
復習：授業内容のまとめの作成（90分）

ND01030101,03
-04・
NJ00100151D-
52D,54D・
NZ00000001

3 販売戦略（１）

大学商品開発社会実践演習Ⅰで開発した商
品についてコンセプトを元に販売計画を立

てる

・販売宣伝戦略を立てる 

講義・SGD
予習：本学商品についてまとめ、あらかじめグ
ループで相談しておく（270分）
復習：授業内容のまとめの作成（90分）

NZ00000001

4 製品化作業その１

担当内容ごとに以下について実施する。

・パッケージデザインの作成（PCの技術
習得を含む）
・ポスター、ちらしのイメージ原案

演習・SGD

予習：担当内容の具体的な内容について調査・
検討を行い、まとめ、あらかじめグループ内で

提案の打ち合わせをしておく。（180分）
復習：他の担当者向けのまとめ資料を作成す
る。（90分）

NJ00080203-
04・
NZ00000001

5 製品化作業その2
・パッケージデザインの確定

・ポスター、ちらしの確定
演習・SGD

予習：担当内容の具体的な内容について調査・
検討を行い、まとめ、あらかじめグループ内で

提案の打ち合わせをしておく。（180分）
復習：他の担当者向けのまとめ資料を作成す
る。（90分）

NJ00250061D-
78D・
NZ00000001

6 販売戦略（２）

大学商品開発社会実践演習Ⅰで開発した商
品についてコンセプトを元に販売計画を立

てる

 ・購入者に向けたプレゼンテーションの
検討と発表

演習・SGD・実
験

予習：本学商品についてまとめ、あらかじめグ
ループで相談しておく（120分）
復習：グループ検討の結果をまとめておく（60
分）

ND01030101,03
-04,06・
ND01030201-
03,05・
NZ00000001

7
プレゼンテーション販

売促進方法の検討

大学商品開発社会実践演習Ⅰで開発した商
品のパッケージデザインや販売促進のため

のグッズ、チラシの開発を行う

演習・SGD・実
験

予習：コンセプトを元にデザインや販売のため
のキーワードなどをまとめておく（270分）
復習：授業中に作成したデザインをさらに細か
く検討する（90分）

NZ00000001

8~9 販売の準備

・販売店舗でのプレゼンテーションによる

販売の実践 ・販売店舗での消化仕入れ数
の確認 ・販売数データまとめ方の確認

演習・SGD
予習：店舗に対する説明内容をまとめ、グルー
プで必要な資料を作製しておく（270分）
復習：検討した内容をまとめておく（60分）

NZ00000001

10 出荷前最終作業
・パッケージング作業

・検収と出荷前検査
演習・SGD

予習：商品検査の手順をあらかじめ検討してお

く（120分）
復習：実施した内容とその結果をまとめておく
（60分）

NZ00000001

11~12 販売実践

・販売店舗や展示会、即売会でのプレゼン

テーションによる販売の実践

・販売店舗での消化仕入れ数の確認

・販売数データまとめ方の確認

講義・演習・実

験

予習：店舗に対する説明内容をまとめ、グルー
プで必要な資料を作製しておく（120分）
復習：店舗や販売会でいただいた要望や意見を
まとめ、報告する。販売数等についてまとめ、

報告する。（60分）

NZ00000001

13~14 データサイエンス実践

・販売実績を元にした販売商品の分析方法

の基礎を学ぶ

・具体的に解析作業を行う。

・ある程度の解析結果について発表する。

講義・演習・実

験

予習：統計解析の手法について予習を行う
（120分）
復習：販売実績を解析するとともに、必要な調

査を行い、疑問点・要調査ポイントをまとめて

おく。（60分）

NZ00000001

15 発表・報告

・学会や食品見本市などで発表・説明する

とともに、PowerPointとして発表データ
としてまとめる。

演習・SGD・発
表・討論

予習：実施した内容を発表用にまとめておく
（180分）
復習：実施した内容についてまとめ、レポート
を作成する（360分）

NZ00000001



【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

参考書 食品開発の進め方 岩田 直樹 幸書房

参考書 缶・びん詰 レトルト食品のすべて (社)日本缶詰協会 編 日本食料新聞社

参考書 テキスト経営学-基礎から最新の理論まで【第3版】 井原 久光 ミネルヴァ書房

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録
授業態度

授業への貢献度
その他

割合 20% 60% 20%

備考 発表内容等

【課題に対するフィードバック方法】

授業中に順番にコメントを行います。また、最終レポートについてはコメントを本人に返却します。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

浅田 真一 月曜日〜金曜日　12:10〜12:45 その他Teamsのchatで随時連絡可
薬学教育センター（F棟地下1階　

FB101)
asada@nupals.ac.jp

重松 亨 開講日18:00～20:00 食品・発酵工学研究室(E302a) shige@nupals.ac.jp

中道 眞
水曜日・木曜日（講義等除く13:00～17:00.随時Mail,Teamsのアポイント

受付ます）
NE205 nakamichi@nupals.ac.jp

松本 均 月曜日～金曜日の9:00-18:00（休日、代休日を除く） 食品機能学研究室（E203a） hitoshi.matsumoto@nupals.ac.jp

【その他】

・本科目は、西暦の奇数年度開講予定です。（隔年開講科目です）
・大学商品開発社会実践演習Ⅰとセットでの履修を推奨します。（どちらから先に受講しても構いません）
・グループワークは対面で行いますが、Microsoft Teamsを用いた連絡も行います。
・外部の商店やイベントスケジュールにより、時間割には未記載の日程で授業が行われることがあります。（詳細についてはオリエンテーションを聞いてください）
・主に土曜日および夏季・冬季休暇期間中に授業を行います。
・履修には原則として前年度のGPA1.1以上の学生に限ります。
・定員は各学科5名程度、合計15名とし、申し込み者が定員数を上回った場合、面談により受講意志を確認の上、抽選方式との組み合わせにより受講者を選抜することがありま
す。
・3学科全ての所属学生がそろわなかった場合、開講しないことがあります。
・関連科目：＜薬学部＞「栄養の摂取と代謝」（薬 専基必②）、「地域貢献活動」（薬 専臨必①～④）、「食品の安全管理」（薬 専衛選④）＜応用生命科学部＞「キャリア形成実践演
習」(応/生教必 ①～③)、「食品開発論」（応 食専必/他選②）、「食品製造学」（応 食専必/他選③）、「ブランド構築論」（生 教選②）、「地域活性化フィールドワークⅠ・Ⅱ」（生 専必
②）、「経営管理論」（生 専必②）
・大学商品開発社会実践演習ⅠおよびⅡで開発した商品とは異なる商品の販売を行うことがあります。



海外語学研修
Language Training Abroad

授業担当教員 酒巻 利行・高橋 歩

補助担当教員

区分 選択

年次・学期 2年次 通年 単位数 1単位

薬学部

薬学科

薬学教育モデル・コア・カリキュラム対応分野

K

Cyber-Campus

【授業概要】

本学の海外協定校（アメリカまたはオーストラリアの大学）において、当該大学が提供する語学研修プログラムなどに参加させることで、英語運用能力の向上を図る。また、現地
での生活や人々との交流などを通して異文化を体験させ、異文化理解・他者理解の重要性を認識させ、グローバルに考える視野を養う。「英語Ⅰ」、「英語Ⅱ」などで身につけた運
用能力をさらに発展させることが望まれる。薬学部ではマサチューセッツ薬科大学(MCPHS University)での派遣研修も隔年で実施する。

【学修項目】

１）日常的な場面で話される英語を聞き取り、その内容を理解し、適切に答えることができる。２）比較的平易な英語で書かれた文章を正確に読み、理解することができる。３）
与えられた情報や自分の考えなどについて書くことができるようになる。４）自分とは異なる国籍の人間、言語、信条、価値観などの多様性を尊重し、受け入れることができ
る。
５）知識・理解：異文化を体験し、自国の文化との違いを理解する。
６）思考・判断：異国で生活することを通して、自ら判断し、思考する能力を身につける。７）与えられた課題を深く掘り下げて考えながら、課題解決能力を培う。
８）関心・意欲・態度：異国の文化に関心を持ち、外国人と積極的にコミュニケーションを取ろうとする態度を身につける。９）多様性を受け入れる態度を身につける。10）リ
ーダーシップや協調性を身につける。11）帰国後も英語学習に勤しむ態度を身につける。
12）技能・表現：日常的な場面で話される英語を聞き取り、その内容を把握できる。13）比較的平易な英語で書かれた文章を正確に読み、理解することができる。14）与えられ
た情報や自分の意見などについて書くことができるようになる。

【授業計画】

回 授業項目 授業内容 授業方式 授業外学習（予習・復習）
学修目標番号

（2024〜）
到達目標番号

（〜2023）
担当教

員

1 事前研修

滞在国の文化や習慣などの概要を

学ぶ。ホームステイをする際の心

がまえとマナーを学ぶ。

講義・

SGD・発
表

予習：予習：配付された資料を予習する。
（60分）
復習：復習：配付された資料を復習する。
（90分）

RK00010000・
RK00030100・
RK00030200・
RK00030300

NJ00010002・
NJ00030301-04,51D-
64D・NJ00030551D-
53D

酒巻

高橋

2 事前研修
英語で自己紹介ができるように訓

練を受け、練習する。

講義・実

習・

SGD・発
表

予習：予習：配付された資料を予習する。

（60分）
復習：復習：配付された資料を復習する。
（90分）

RK00010000・
RK00030100・
RK00030200・
RK00030300

NJ00010002,54D・
NJ00030301-04,51D-
64D・NJ00030551D-
53D

酒巻

高橋

3~14 英語研修 現地の教育機関で研修を受ける。

講義・

SGD・発
表

予習：予習：配付された資料を予習する。
（60分）
復習：復習：配付された資料を復習する。
（90分）

RK00010000・
RK00030100・
RK00030200・
RK00030300・
RK00030400・
RK00030500

NJ00010002,54D・
NJ00030301-04,51D-
64D・NJ00030551D-
53D

現地教

育機関

担当者

15 報告会

英語研修やその他に現地で体験し

たことなどを、聴衆の前で発表す

る。

SGD・発
表・討論

予習：予習：英語研修について報告する準備

をする。現地で体験したことなどについて報

告する準備をする。（180分）
復習：復習：他の研修参加者や報告会の参加
者と、報告内容などについて話し合う。（30
分）

RK00010000・
RK00030100・
RK00030200・
RK00030300

NJ00010002,54D・
NJ00030301-04,51D-
64D・NJ00030551D-
53D

酒巻

高橋

国際交

流委員

会

【教科書・参考書】

種別 書名 著者・編者 出版社

その他 現地の教育機関で配付される。

【成績評価方法・基準】

評価方法 定期試験 中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート
観察記録

授業態度

授業への貢献度
その他

割合 50% 50%

備考 ・成果発表50%

【課題に対するフィードバック方法】

研修後に面談を行い、学んだことや今後の課題を明確にしてもらう。

【連絡先】

氏名 オフィスアワー 研究室（部屋番号） Eメールアドレス

酒巻 利行 月～金　17:00～19:00　時間外も随時可 衛生化学研究室（F棟503a） sakamaki@nupals.ac.jp

高橋 歩 水曜午後、木曜午後 E403d ayumi@nupals.ac.jp

【その他】

・今年度はMCPHSへの派遣は実施しない。
・希望者に対して面接を行い、履修者の選考をする。




